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第1章 問題と目的
第1節 問題
本研究は、高等学校を卒業して入学してくる専門学校生に、距離 。時間・速さの授業
実践時において、速さ概念に関するつまずきの学び直しに着日し、ダイヤグラムを活用
した授業実践を通して距離 。時間 。速さの3者関係についての課題解決から速さ概念の
変容をめざす研究である。
距離・時間 。速さに関しては、既に小学5年生の算数科で学んだ内容であるが、専門
学校生にとっては記憶にない学生も多く、容易でない単元である。
専門学校生の学びについて上田 (2013)は、「勉強が嫌いだからと言 う意識は、専門
学校を選択する大きな要因になっている」「特定の勉強のみをしたいという自らの「興
味 。関心」を優先している」という現状を示し、専門学校生の入学動機は、資格や学歴
を取得し希望の進路に進むためであって、大学で学ぶような一般教養は必要ないという
意識が高いと指摘している。さらに、関日 (2001)の調査においても専門学校生の入学
動機は、就職の準備と資格や知識の獲得が第一と捉えられている。
しかし、就職の準備や資格取得の知識の為であつても基礎学力である教科学習は必要
なものである。文部科学省生涯学習政策局の専修学校のおける学校評価ガイドライン
(2013)の学校評価により期待される取組と効果では、「生徒らの学習意欲や資質 。能
力向上につながるような取組とする事を念頭に、学校評価活動が生徒の就業先となる関
係業界等との密接な連携を図りつつ、教育内容・方法等を改善・充実するための取り組
みとして推進されることが期待される」とあり、学習意欲や資質・能力につながるよう
な取組が必要とされるとし、この様な事からも基礎教育や補完教育への取り組みが高等
教育機関において注目されている事がわかる。
様々な取組みの一つにリメディアル教育があり、最近では大学生のリメディアル教育
が推進されてきている。谷川 (2012)は「リメディアル教育というタームは、新井克弘・
羽田隆文 (1995 1996)らによつて提示されたのが最初と言われている」と示している。
リメディアル教育とは、文部科学相の諮問機関の中央教育審議会は、大学教育の前提と
なる基礎的知識などを大学生が、入学前後に学びなおす補習教育と位置づけているもの
である。米国では元来、学習機関が少ない貧困層の子を一般レベルまで引き上げる「治
療教育」を指してきた。日本でこの言葉が広まった背景について、日本リメディアル教
育学会の設立の要旨を抜粋すると、「近年、18歳人口の減少、大学入試の多様化など
により大学入学者選抜競争が緩和され、文系理系を訪わず大学生の基礎学力の低下が問
題になっており、その結果、大学の授業の理解が十分でない学生が多数在籍する大学が
増加 している。」このような現状に対し、「従来これらの学生を対象とした調査・研究
が十分に行われておらず、学力低下の急激な進行の中で、対象とする学生の増加に大学
現場での支援が追い付いていない」という問題点が指摘されている。この問題に対して、
「先行研究によると、各分野とも支援体制を整え、学力に対応した教材を利用し、十分
な学習時間を確保したうえで学習を行 うと、明らかな成果が得られ学生のコンプレック
スが自信につながるとの報告が出始めている」とも述べられている。しかしその一方で
「このような学生は、一般的に中・高であまり熱心に勉強してこなかった」 「自学習の
習慣がない場合も多い事が推測される」とあり、「彼らに効果的に学力を付けさせるた
めには適切な教材だけでなく、教室の確保やメンターの配置等において大学の管理部門
との協力が不可欠」とさらなる工夫が飛鳥であることも提言されている。
新井 (1996)はリメディアル教育の背景として、リメディアル教育が注目されてきた
のは、何より中等教育と高等教育の量的拡大 。大衆化の結果であり、両者の規模にふさ
わしい教育的な連携がいかにあるべきか、ようやくその調査委が議論の俎上に乗つてき
た表れと言えると示す。そして、リメディアル教育が登場してきた要因を大きく2点指
摘している。第 1に、大学入試制度の多様化、弾力化による影響、そして第2に、高等
教育の多様化の影響とである。さらに、リメディアル教育の実施の多い科日は、高校レ
ベルの物理、数学、化学、英語の基礎が挙げられているが、今後、歴史学、経済学など
の社会科学分野でのリメディアルの必要性も議論の対象になると論じている。また、こ
うした基礎科目を大学生へどのように教えるか、教育法上の課題として単に高校レベル
の非履修科目を大学で教授し、知識・技能の補修を行うことで良いのか、という大きな
間が伏在していると述べられており、高校までの理科教育を例に、高校までの理科教育
の再吟味を欠いたリメディアル教育の結果、専門教育が嫌いになるという意図せざる結
果を生む気危険性も指摘されている。この点については、日本物理学会が、授業時間数
の増加だけでなく「理科の面白さとそれを次の世代に伝える技術を十分教育できる」必
要性を強調し、国立大学でリメディアル教育を始めた琉球大学教養部と東京大学教養部
の教官から期せずして異口同音に、「面白さをつたえること」の大切さが語られたこと
を示唆的であったと述べている。この事からも後期中等教育を終了した18歳以上の成
人に近い学生への学習環境を作る事は必須であり、且つ授業内容へは工夫を要し、そう
しなければ望ましい学習にはならないと言えるだろう。
佐々木 (2007)は0短期大学で、入学生対象に簡単な計算問題を理解させ、解くこと
が出来るようにさせるための入学前・ リメディアル教育を実施している。学習範囲や実
施計画は、佐々木が行い、テス トや教材作成等はカリキュラム作成等を手掛けているI
社に依頼している。実施内容は①四則計算②分数・少数の変換③比の計算④速度 0時間
の計算⑤一次方程式 。連立方程式とした。補習授業の結果、1)中学生以来数学を全く
勉強していなかった学生が多く、学生自身にも学力を再認識させる結果を得る機会が持
てた。2)苦手意識を持っていた学生が勉強する機会を得て、改めて勉強すると理解し
苦手意識を克服したり、自宅でも勉強しているという意見があつた。3)少数ではある
が、席に着くなり化粧を始めたり、鏡を見ながら髪型を整えるなど保守授業の目的を理
解していない学生もいた。4)全体的に文章題が解けない。5)補習の出席率は概ね7
0%を超え、大方の学生は入学前より着実に力をつけた、と結論付けられており、今後
学生の基礎学力補完のためにより効果的な授業ができるよう、実施方法を改善していく
方針だと述べられている。
筆者自身専門学校生と日々向かい合っている中で、佐々木が述べる学生の意識や実態
に深く共感し、特に上述 「4)全体的に文章題が解けない」というのはまさに筆者が今
担当している多くの学生に当てはまり大変同感できることである。
しかし、こうした大学生への学び直しの取組は、20年前から体制は整えられつつある
ものの、同じ高等教育機関である専門学校では一部看護学校で学び直しへの体制がある
だけで、大学に比べると圧倒的に少ないのが現状である。筆者が勤める専門学校でも、
就職や資格取得の為の学びがカリキュラムの大半を占める中で、基礎教科教育の知識獲
得も目指されている。こういった事から本研究では専門学校生の学び直しに着日し、そ
れを促進するための機会の一つとして、「速さ」の教授学習場面を取り上げる。
数ある教科教育の中で、「速さ」を選んだ理由は大きく次の2つである。
1.児童にとって、速さ概念の獲得は、決して簡単なものでないことが、教育心理学
の先行研究で明らかにされていること。
2.筆者のこれまでの経験において、児童のみならず専門学校生を対象とした授業に
おいても、「速さ」に関するつまずきが、散見されること。
これらの事から、専門学校生を対象とした学び直しの機会を保障するために、 「速
さ」概念の実態を調査し、教授法を工夫した上で、彼らの概念の修正に挑みたいと考え
た。
児童を対象に、速さに関するつまずきが多くみられることは、教育心理学の研究にお
いて既に指摘されている。例えば布施川・麻柄 (1989)は小学生にとって 「速さ」の単
元が難しいもののひとつであることは従来指摘されてきており、多くの場合、速さ。距
離・時間を求める公式が教えられても、文章題を解く際はそれらを覚えていないという
形をとると示し、5年生で「速さ」単元を学習済みの6年生児童の速さ概念に、「速さ」
という量と「距離」という量が未分化にとらえられている可能性を次のような課題を出
題 し確認した。
(1)「時速 30kmで走り続ける車があります。この車がAB間(20k m)を走っている
時の速さと、CD間(130k m)を走っている時の速さは、どちらが速いでしょう。」
(2)「時速 50 kmで走り続ける車があります。この車が5分走った時と、3時間走った
時では、どちらの速さが速いでしょう。」と言 う課題が出され、いずれも2者選択での
回答が求められた。
この課題の被験者は 35名であり、内正答者は (1)で19名(54%)、(2)で17
名 (49%)に過ぎず、 (1)(2)共正答した数は15名(43%)だけであった。正答率
の低さの原因として、「時速akm」という事が、走る距離の大小に関わらず同じ速さ
いわゆる「速さ保存」が不成立だと示し、この事から、児童が「速さ」という量の基本
的な性質を理解していないと論じている。
こうした児童への教育実践に対して、麻柄 (1992)は、学習の初期に土台量や全体量
とは異なる外延量によって前提的に内包量の定義をする事、すなわち当該内包量の強さ
を適切に表現できる外延量と結びつける方略により内包量の基本的性質の理解促進を示
唆した。
この内包量概念に関するつまずきに関して、麻柄 (1992)は大学生を対象に内包量の
基本的な性質を理解しているかを調査するため毒物の毒性の強さに関する課題を提示し
た。結果被験者の大学生の正答率は平均で58%に過ぎず、知的に成熟しているはずの大
学生であっても、扱う内包量によつては児童と同様の間違いを示す事があるという実態
を示した。
こうした事から、大学生と同年代の専門学校生にも「速さ」に関するつまずきが見ら
れることが予想される。
また、筆者の経験の範囲内であるが、観光専門学校で筆者が担当している鉄道学科
に在学する学生たちは,文字通り「鉄道が好き」「鉄道マンになりたい」学生達であ
る。
そもそも,専門学校に入学してくる学生は日標 (将来の希望職種)は明確に持つ
ているものの,その実現のための知識 (教科学習や社会性)力｀一見理解 していない
様に散見される。教科学習においては小学校低学年くらいで学習するだろう内容 (分
数や方角)なども「できない」という学生が多く,「自分はできないんです」「頭が
悪いんです」と言い切つてくる学生が後を絶たない。そして、「できない」から「出
来るようになりたい」とい思いはあっても、一歩踏み込み、「できるようなる手段」
を出来るようになろうと考えたり努力したりする学生は少ない。
そして、本当に出来ないのだろうか?本当に頭がわるいのだろうか?と思いなが
ら学生達を観察していると、決して「できない」と言い切ることが出来ない。それ
は、興味ある「鉄道」に関することなら、驚くほどの知識を発揮し、例えば一般的
に読むに悩む当て字の様な漢字でもそれが駅名であれば、簡単に読めてしまったり、
簡単な分数の加減算に頭を悩ませていても時刻表でA駅からB駅までの営業キロか
ら運賃料金の割り出しとなるといとも簡単に出来てしまう。
高等学校を終了している専門学生にとって既習の教科学習内容は「できない」「頭
が悪い」のではなく「やらない」「知識にないだけ」ではないだろうか見える。そし
て初等教育の早い段階から「できないんです」と言う言葉で「やらなかっただけ」
な様に見える。なぜならば,鉄道専門科目の授業では,例えば車両の形式記号や鉄
道六法等難解な授業でも理解しようと真剣に取り組んでいるからである。こうした
事から「速さ」単元なら鉄道にも関わりがある上、専門学校生の学び直しの機会のひ
とつとなるように、「速さ」に関する公式を示すだけでなく、ダイヤグラムという具体物
との対応付けが行えるような授業を開発する。そして、授業実践を通して、専門学校生
が抱いている「速さ」概念の実態と、その変容過程を明らかにすることにツヒみたい。
第2節 本研究の 目的
本研究の目的は、以下のようにまとめられる。高等教育機関である専門学校生での学
び直しの機会を保障するための試みとして、専門学校生を対象に、
1.「速さ」に関するつまずきの実態を明らかにする。
2.「速さ」の公式提示のみならず、ダイヤグラムという具体物との対応付けを行うこ
とで、距離 。時間・速さの3者関係を明確にするような授業プランを開発する。
3.開発した授業プランを実践することで,「速さ」概念を, どの程度変容しうるのか
について明らかにする。
第2章 実践 1
第1節 ねらい
本実験では、授業にてダイヤグラムを用いて読み方を教示し、実際にダイヤグラムを
作成させる事により、距離 。時間・速さの関係性を、図をもつて明確化し、「速さ」概念
を確立させることをねらいとした。
第 2節 方法
(1)被験者
Ott S専門学校 トラベル鉄道学科に在籍する学生20名を対象とした。
(2)期 日
実践1は、平成25年10月7日 (月)に実施した。
(3)手続き
①概要
実践1は事前テスト (授業時数30分)→実践授業 (授業時数90分)→事後
テスト (授業時数50分)という3つのセッションから構成されていた。以下で
は、各セッションについての説明を行 う。
②事前調査
事前テス トとして、被験者が持つ「1.数学の「速さ」に関しての関心」「2.
数学の学びについての興味」「距離・時間・速さの文章課題に関する事前知識度」
の3点のあり方について、授業の前に確かめる目的で、事前テス トを行った。
テス トの内容は、2つの質問と7つの課題から構成されていた。質問は、「質
問1.数学の「速さ」に関しての関心」及び「質問2.数学の学びについての
興味」の質問の2つであった。課題は、「問1.単位換算」及び「問2.～問7.
距離・時間・速さの文章題解決」課題の計7つであった。
まず最初に、質問2つの説明を行う。
質問 1。「数学の「速さ」に関しての関心」の質問
この質問は実践前の被験者の,数学の「速さ」に関しての関心を確かめるも
のである。被験者は、5段階 (1.全く面白くない, 2.あまり面白くない,
3。 どちらともいえない, 4.やや面白い, 5。とても面白い)より選ぶよう
になっている。
質問2.「数学の学びについての興味」の質問
この質問は実践前の被験者の,数学の学びについての興味を確かめるもので
ある。被験者は、5段階 (1.全く興味が湧かない, 2.あまり興味が湧かな
い, 3.どちらともいえない, 4.やや興味が湧く, 5.とても興味が湧く)
より選ぶようになっている。
次に、7つの課題について説明を行う。
問1.「単位換算」課題
この課題は時間・距離・速さの単位換算についての知識を確かめるものである。
4つの小問から構成されていた。小間の例をFigurelに示す。
課題 :時速144mは、秒速何m?
Figurel 単位課題の実例
問2.～問7.「距離・時間・速さの文章題解決」課題
この課題は問題文を読み,時間・距離・速さを公式等を用いて解答を出す課
題であり,被験者の知識のありようについて確かめておくものである。
被験者は,6間の問題文を読み,式及び解答を記入していくようになっている。
なお、問2.～問 7。 の6間は次のような大きく3つの課題群から構成され
ている。次に、課題群の構成とその概要を示す。
a.距離に関する知識の調査課題 :距離課題
問2:距離の計算と解答 :距離課題 (無換算)
問5:距離の計算と解答 :距離課題 (有換算)
b.時間に関する知識の調査課題 :時間課題
問3:時間の計算と解答 :時間課題 (無換算)
間6:時間の計算と解答 :時間課題 (有換算)
c。 速さに関する知識の調査課題 :速さ課題
問4:速さの計算と解答 :速さ課題 (無換算)
問7:速さの計算と解答 :速さ課題 (有換算)
速さ課題について、無換算と有換算の例をFigure2とFigure3
にそれぞれ示す。
課題 :鈴木さんと佐藤さんは青春18切符で2 8 0kmの距離を旅行しました。
9時に出発し14時まで列車に乗りました。一定の速さで走行した場合、速さ
は時速何キロですか?
〈式〉
<答え>
Figure2 速さ課題 (無換算)
課題 :橋本くんと松本くんは、3 6 0kmの距離を列車で旅に出ます。所要時
間は2時間です。一定の速さで走行した場合、速さは分速何mですか?
〈式〉
<答え>
Figure3 速さ課題 (有換算)
なお、間1.～問7の問題に関しては、どのように答えを出したのかを知る
為,被験者には事前に頭で計算したものも含め式と答えを記入するよう指示し
ている。また解答まで至らず,途中までの式であっても記入するよう指示をし
ている。
③授業の流れ
以下のような内容と発問と教示からなる、テキストを作成した。
●テキスト全体の流れ●
1.速さの概念 (発問1-4)
○ 「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげて
ください。
○様々なものをはかる単位を考えよう
○「時速Okm」って聞いた事がある?
○走る距離で時速の速い遅いがわかるかな?
*「速さ」概念についてどの程度の理解があるのかの確認と授業導入の発間で
ある。
2.鉄道ダイヤグラムの認知の有無 (発問5-6)
○ダイヤグラム (列車運行図表)って知つてますか?
○ダイヤグラムの中を見た事がありますか?
*鉄道で使用されているダイヤグラムを実際に見たり聞いたりしたことがある
被験者がどれくらいいるのかを確認する発間である。
3。 鉄道のダイヤグラムの説明 (発問 7‐13)
○ダイヤグラムとは何か?
○実際にダイヤグラムを見て見よう
○縦及び横の軸の説明
○ダイヤグラム上の線 (スジ)の読み方 (見方)
*ダイヤグラムの読み方を理解させる。
4.ダイヤ作成の方法 (発問14-20)
○筋の書かれていないダイヤグラムで再度縦軸と横軸の確認をしよう
○時刻表の時間をダイヤグラム上に記入してみよう
○実際のダイヤグラムとの相違点
*時刻表上の時刻を使用し、ダイヤグラム上に実際にスジを引く事により距
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離 。時間・速さの関係性の理解獲得に近づける。
5。 作成したダイヤグラムで距離 。時間 。速さの再確認 (発問21-26)
○作成したダイヤを見てみよう
○出発時刻と到着時刻をみてみよう
○ダイヤには見て取れる答え (数字)力｀あるが実際その通りになる事を計算式
を使って確かめてみよう
○速さの違いも見て取れるかな?
*作成したダイヤグラムを使用し、距離 。時間・速さを計算させ、その計算と
ダイヤグラム (図)との一致を確認させ理解を深める。
6。 筋の傾きに注目させる (発問27)
○筋の傾きから何がわかるかな?
*筋の傾きでスピー ドの出かたを理解させる。
7.公
○「距離」「速さ」「時間」の算出する公式を思い出そう
○距離=速さ×時間
○時間=距離÷速さ
○速さ=距離■時間
*小学校の時に学習した公式を思い出すことにより、ダイヤグラムの筋と結び
付け、より理解を深めさせる。
④事後調査
授業を通してどの程度速さ概念が理解されたかの確認をするため、事後調査課
題が用意された。この事後テストでは、被験者は実践授業で作成したダイヤグラ
ムは使用せず、問題を解く形式にした。
テストの内容は、「質問1.授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」「質
問2.授業受講後の数学の学びについての興味」の質問2つと、「問1.様々な単
位の知識」「問2.速さ保存問題への認識」「問3.単位換算の知識」「問4.～問
5。 距離 。時間。速さの文章題解決」「問6.ダイヤグラムの知識」という6つの
課題から構成されていた。
まず、2つの質問についての説明を行 う。
質問1.「授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」の質問
この質問は実践後被験者の,数学の「速さ」に関しての関心の変容を確かめ
るものである。事前テス ト同様、被験者は5段階 (1.全く面白くない, 2.
あまり面白くない, 3.どちらともいえない, 4.やや面白い, 5。とても面
白い)より選ぶようになっている。
質問2.「授業受講後の数学の学びについての興味」の質問
この質問は実践後被験者の,数学の学びについての興味を確かめるものであ
る。事前テス ト同様、被験者は5段階 (1.全く興味が湧かない, 2.あまり
興味が湧かない, 3.どちらともいえない,4.やや興味が湧く, 5。とても
興味が湧く)より選ぶようになつている。
次に、6つの課題についての説明を行 う。
問1.「様々な単位の知識」課題
モノを図るに必要な様々な単位の使い分けを理解しているかを確かめるもの
である。尚、本研究に直接関わる速さの知識課題は、 (3)と(6)の2つの
小間であり、残りの4つはダミーであつた。この問題は、麻柄啓一著 (1995)
「子どものつまずきと授業づくり」を参考に発間を作成している。使用した課
是夏をF、 Figure4にぇド|卜。
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次のものをはかるには下記のどの単位が使用できますか?下記から選び
答えなさい。
(1)ディーゼル機関車の燃料タンクに入る燃料の量  (
(2)大阪駅から神戸駅までの所要時間        (
(3)りニア新幹線の速さ              (
(4)特急車両の重量                (
(5)□―プウェイの□―プの長さ          (
(6)ケーブルカーの速さ              (
<単位>
秒速Om  tt  t
ha
a kg  r1 m
Figure4 様々な単位の知識課題
問2.「速さ保存問題」
速さの本質を理解しているかを確かめるものである。尚、この問題は、麻柄
啓一 (1995)「子どものつまずきと授業づくり」を引用している。使用した課
題をFigure5に示す。
時速30 kmで走り続けている電車があります。この電車がAB間(2km)を
走行している時のスピードと、CD間(10km)を走つている時のス
ピードでは、どちらが速いでしょう。
OAB間(2km)    OCD間(1 0km)    ○どちらも同じ
Figure 5 速さ保存問題
問3.「単位換算」課題
この課題は時間・距離・速さの単位換算についての知識を確かめるものであ
る。4つの小問から構成されていた。事前テス ト問1と、数値は異なっている
ものの、形式は同一の課題である。
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問4.問5。 「距離 。時間・速さの文章題解決」課題
この課題は問題文を読み,時間・距離・速さを公式等を用いて解答を出す課
題であり,実践後の被験者の知識の変容について確かめるものである。
被験者は,6間の問題文を読み,式及び解答を記入していくようになっている。
なお、間4.間5。 の6間は次のような大きく3つの課題群から構成されて
いて、事前テストの問2.～問7と比較できるよう形式は同一の課題にしてい
る。以下に、課題群の構成とその概要を示す。
時間課題 (無換算)
対応 している。
時間課題 (有換算)
対応 している。
速さ課題
速さ課題 (無換算)
対応 している。
速さ課題 (有換算)
対応 している。
問6.「ダイヤグラムの知識」課題
この課題は実践授業で学んだダイヤグラムを理解しているか確かめるもので
ある。小問3課題はダイヤグラムを読めているかを確認する問題文で、最後の
小問はダイヤグラムよリスジ (線)を見つけ、距離・時間から時速を割 りだす
問題文である。
なお、間3.～間6の問題に関しては、どのように答えを出したのかを知る
a.距離に関する知識の調査課題 :
問4(1):距離の計算と解答
事前テス ト問2.と
問5(1):距離の計算と解答
事前テス ト問5.と
b.時間に関する知識の調査課題 :
問4(2):時間の計算と解答
事前テス ト問3.と
問5(2):時間の計算と解答
事前テス ト問6.と
c.速さに関する知識の調査課題 :
間4(3):速さの計算と解答
事前テス ト問4.と
問5(3):速さの計算と解答
事前テスト間7.と
距離課題
距離課題 (無換算)
対応している。
時間課題 (有換算)
対応している。
時間課題
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為,被験者には事前に頭で計算したものも含め式と答えを記入するよう指示し
ているもまた解答まで至らず,途中までの式であっても記入するよう指示をし
ている。
第 3節 結果 と考察
ここでは、事前 。事後テストの結果と考察、実践授業の様子を記録概要から示す。
(1)事前調査の結果について
事前テストの結果
質問1.「数学の「速さ」に関しての関心」の質問について
数学の「速さ」に関しての関心の質問について被験者は、5段階 (1.全く面白
くない, 2.あまり面白くない, 3.どちらともいえない, 4.やや面白い, 5.
とても面白い)より選んだ。Tablelにその角牢答段階と平均を示す。
Tablel 質問1.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問1 1人 2人 10人 6人 1人 3.2
平均値は 3.2(SD=0.89)で、どちらともいえないという結果であった。結果
より、1.全く面白くないや、2.あまり面白くないと関心を示さない被験者は 3
人で、4.や面白い、 5。 とても面白いと答えた被験者は7人を占めた。
質問 2。 「数学の学びについての興味」の質問について
数学の学びについての興味の質問についても、質問1同様に被験者は、5段階(1.
全く興味が湧かない, 2.あまり興味が湧かない, 3.どちらともいえない, 4.
やや興味が湧く,5。とても興味が湧く)より選んだ。Table2にその解答段階と平
均を示す。
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Table2 質問2.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3。 4. 5. 平均
質問2 1人 4人 10人 3人 2人 3.05
平均値は 3.05(SD=1.0)で質問1.同様にどちらともいえないという結果で
あつた。こちらは1.全く興味がないや、2.あまり興味がないと興味を示さない
被験者は5人で、被験者の25%がそれにあたる。
事前テス ト内容に関する課題について
全問正答した被験者は3名、平均正答率は74.5%であった。次に各間の正答者数
と正答率を示す。
問 1.「単位換算」課題について
小間4課題で構成されていた単位換算課題の結果をTable3に示す。
Table3 単位換算課題 正答者数と正答率
設問番号 問1(1)問1(2)問1(3)問 1 (4)
正答者数 16人 18人 9人 13人
正答率 80% 90% 45% 65%
平均正答率が 70%であつたが、(3)の問題においては、9名の正答しか得られ
ず、時速→秒速且つ km→mと2回換算をする事が容易ではなかったことが示され
ている。
2.～問4,「距離 。時間 。速さの文章題 (無換算)解決」課題について
どれも無換算の距離・時間・速さの文章題で課題結果をTable4に示す。
Table4 無換算の文章題 正答者数と正答率
設間番号 問 2 問 3 問4
正答者数 19人 20人 20人
正答率 95% 100% 100%
無換算の文章題は距離課題、時間課題、速さ課題ともに高い正答率を得られてい
る。
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問 5。 ～問7.「距離 。時間・速さの文章題 (有換算)解決」課題について
どれも有換算の距離 。時間・速さの文章題で課題結果をTable5に示す。
Table5 有換算の文章題 正答者数と正答率
設問番号 問 5 問 6 問 7
正答者数 12人 9人 13人
正答率 60% 45% 65%
有換算の文章題では、距離課題、時間課題、速さ課題ともに正答率が7割を下回
つており、やはり換算が正答への妨げとなっていることが示され、被験者にとって
単位の換算を伴った速さに関連する文章題の解決は、容易ではないと言えよう。
(2)授業の様子
授業は、本論文の執筆者によって、一斉授業の形式で行われた。以下に授業の経
過の概略を示す。授業実践記録全体は資料として本論文末尾に掲載されているので
参照していただきたい。
最初に速さに関しての知識を知るための授業場面の様子をFigure6に示す。
1.「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげてく
ださい。
MT  「キロ」
T  「おお !!他は ?」
S    「メー トル」
T  「うんメー トル」
S  「ミリメートル」
T  「こんだけ?」
S  「センチメー トル」
2。次のものをはかるにはどんな単位を使つたらよいと思いますか?次から選んで
ください。
1.50メー トル走のタイム 2.新幹線の速さ 3.自分の体重
4.淀川の水の流れのはやさ 5。ペットボトルに入つている飲料の量
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6.荒嶋くんが1秒に走る距離
(秒速Om  tt  km  a  kg  ピ dl m  ha)
T  「では、50m走のタイムはどの単位どんな単位を使ったらいいと思います
か?
50m走のタイム。行きますよこっちから順番に行きますよ。」
S  「ははははははは(笑い声やえぇぇぇわからん～などの楽 しそ うな個々の声)」
T  「はいでは、秒速何メー トルを使つたらいいと思う方。 じゃあ秒。では、キ
ロメー トル全員手あげてくれたね。わかりましたでは、次行きましょう。」
T  「新幹線の速さは ?」
S  (笑い声や、ざわざわ個々に何かを言つている声)
T  「じゃあ、メートル。平方メー トル。どっかこの辺飛ばそか?みんな苦笑い
やけどじゃあ、こっちから行こか秒速何メートルじゃあ、秒、じゃあ、キ
ロメートル、ちょっとそのまま手挙げといて、はいありがとう。SRくん
はどれやと思う?手挙げてなかったけど・・・。」
SR 「秒速・・・」
T  「はいありがとう。じゃあ次行きます。自分の体重これは?」
S  「笑い」
T  「はいこれ、じゃあ、これ、じゃあ、これ、じゃあ、これ、はいありがとう。」
「はいでは、次行きましょう。」
「淀川の水の流れる速さは?」
S  「えぇぇぇ淀川かあ(笑)」 (笑い声や、ざわざわ個々に何かを言つている声)
T  「淀り||の水の流れる速さやで、じゃあ、行きますはい、これそのまま挙げと
い口〔」
「はい。 IAさんどれ ?」
IA 「メー トル」
T  「はい。ありがとう。次行きましょう。ペットボトルに入つている、飲み物
の量、ペットボ トルに入つている、飲み物の量です。じゃあ、行きます。」
「これ×5、 はいありがとうございます。はいじゃあ、最後にいきます」
「ASくんが、1秒間に走る距離」
S  「おぉ～」
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T 「陸上部のASくんが、 1秒間に走る距離。では行きましょう。」
「これ、はいありがとうございます。はい、ではこれ、はいこちら、じゃあ、
これ、これ×4、はいありがとうございます。はいありがとうございます。
ちなみにASくんは50m・・。」
「え???短距離じゃなかつたん?種日はなんやったん高校のとき?」
「あら、長距離～長距離なの。あらそうだったの短距離じゃなかったんや。」
「では次の質問にも皆さん答えてください。はいまたこれも挙手でお願いし
ます。」
3.(1)あなたは時速60キロとか、時速100キロという言葉を聞いたことが
ありますか?
Sl (全員聞いたことがあるに挙手 )
3.(2)時速60キロの自動車と、時速100キロの自動車では、どちらのスピ
ー ドが速いと思いますか
S2 (イ全員日寺凍looキロに拳手 )
4.時速 30k mで走り続けている自動車があり
つているときのスピー ドと、CD間(10k
では、どちらが速いでしょう。
ます。このAB間(2km)を走
m)を走っているときのスピード
S3 (AB間が速いに2名挙手、CD間が速いに10名挙手、どちらtゝ同じに8
名挙手)
T
Figure6 速さの概念
Figure6より、上述のSlやS2の様子から、時速Okmとぃう言葉は聞いたことがあ
り、また年齢的にもバイクや自動車の免許を持っている学生が多いので、時速 6011m
と時速 100 kmなら100 kmの方が速度が速い事は理解しており、挙手をする学生たちに
も余裕というかなぜそんな当たり前なことを聞くのかと言 う疑問めいた苦笑いもあ
つた。しかし、S3になると、たちまち一転し、悩みながら挙手をしたり、首を傾げな
がら自信なさげに挙手をする学生が日立った。正答のどちらも同じに8名が挙手をし
ているが、実際この8名全員が自信を持つて理解をして挙手をしているかはこの時点
で明らかではない。
次に鉄道ダイヤグラムの知識の有無についての授業場面をFigure7に示す。
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5。ダイヤグラム (列車運行図表)つて知っていますか?聞いた事ありますか?
。知っていますか? → 8名が挙手
・どこで見かけますか?
S  「車掌が持っているやつ」
T  「あ～列車ん中ってことかな?」
S    「はい」
T   「ほかは ?」
S  「駅」
T  「駅。 じやあ、何のためにあると思いますか ?」
Sl 「時刻の確認。」
6.ダイヤグラムの中を見たことがありますか?
。何が書かれているのかな?
HK 「線」
T  「ほお―線、線書かれているなぁ。」
S  「番号」
。今まで似たようなものを見たことがありますか
S2 「あのっ。・・数学の一次関数とか」
S   (さすがHK!!そんなんわからんし!!あはは)クラスの声
T  「おお !!同じようなもの数学の一次関数の線 !なるほど !」
Figure7鉄道ダイヤグラムの認知の有無
Figure7より、20名の鉄道学科の学生たちの中で、8名のみがダイヤグラムを知
つているという結果であつた。この結果は授業者にとつては意外であつた。
常日頃の学生たちの話しぶりや鉄道への熱心さを聞いているともつとたくさんの
学生がダイヤグラムを見方や使用法は知らなくとも名前ぐらいは聞いたことのある
ものだと授業者は思つていたからである。8名のダイヤグラムヘの認識度もSlの発
言だけではあるが、時刻の確認程度の認識であつた。
また、ここでは授業者がもう一つ驚かされることがあつた。S2の発言が学生から
出されたことに、授業者はとても感動した。20名の中に1名ではあるが、ダイヤグ
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ラムをみて一次関数を思い描ける学生がいた事実に、感動を覚えた。ただしこの学
生は常の成績も大変優秀で、勉強もよく出来る学生である。
次に鉄道ダイヤグラムの見方を説明している授業場面をFigure8に示す。
7.ダイヤグラムとは
T  (ダイヤグラムの説明)
T  「ではですね、これを実際に手にとって見てもらいたいと思いますので、今
から配らせていただきます !!駿台本線駿台鉄道株式会社の運行図表で
す」
Sl 「うわあ」
T  「それは皆さんに差し上げますので書いていただいても大丈夫です」
S2 「やったあ|(「俺の名前ある|などとワイワイの声)
8.よく駅員さんが携帯しているダイヤグラムの一部 (抜粋)を見てみよう
T  (ダイヤグラムの読み方の説明)
9.ダイヤの上を見ると13 1o20304050141o203040とあります。
T  (ダイヤグラムの読み方の説明)
10.たくさんの線が左上から右下に、また左下から右上に伸びています。
T  (ダイヤグラムの読み方の説明)
11.みんなで一つの「スジ」をたどってみましょう
T  (ダイヤグラムの読み方の説明)
12.519レは下り列車だつたので、次は上り列車も確認してみよう
T  (ダイヤグラムの読み方の説明)
13.到着時亥1に注目してみよう。
。出発時間と到着時間を見てどんな違いがありますか?
T  「そうですね。13:27に到着してます。これ出発時間と、到着時間を見て、
どんな違いがありますか?ちょっとお隣同士で言い合つてみて下さい」
S  「あはは」(色々 話をしているクラスの声)
T  「どんな違いがありますか ?」
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53 「☆☆☆」(個々 にTに考えを言っている声)
T  「どんな違いがありましたか?」
S  「出発の時のスジの幅と馬場駅の幅が違う」
T  「なるほど、なぜそれはそう☆☆☆ ?」
S4 「☆☆☆だから速さが違 う☆☆☆ |
「なるほど、わかりました。…」
Figure8 鉄道ダイヤグラムの見方説明
Figure8より、ダイヤグラムの存在自体は、Figure7からも被験者の半数も見た
ない数であったが、SlやS2の反応を見て、興味はあることがとても感じられた。
記録機能の関係と教室の広さの関係上、記録が聞き取れなかった個所を☆印で記
しているが、S3やS4ではスジをみて、出発してから到着するまでがそのスジによ
り時間に差異があることは理解している様子であつた。
次に鉄道ダイヤグラム作成の方法を説明している授業場面をFigure9に示す。
14.ダイヤグラムを自分達で作成してみましょう
「ではですね、このダイヤグラムを皆さんに作つていただこうかと思います。
はい。」
「作るつて(笑)」 (指令やんとかそれで定規長いのいるん等楽 しそ うなクラス
の声)
15。先ほど確認した通リダイヤグラムの左側に駅名が載っています。各駅名が書
かれている下の線はずっと右へ向かつて伸びています。
「では、今お配りしたダイヤグラムを見て頂けますか?先ほど確認した駿台
本線駿台鉄道ダイヤグラムと同じように、左側に駅名が載っています。で、
各駅名が書かれている線はずっと、右側に伸びていますね。で、服部駅と
豊中駅の間と北大阪駅と駿台駅の間はどうですか?
「☆☆」
「なるほど。他には」
「幅の違い」
T
S
T
S
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T  「なるほど。幅が距離を表しているんですね…。」
16:同じく先ほど確認 した通 り 13 1o20 304050 。・・・161o 2030
40 … … と進んでいます。線は下へ向かつて伸びています。
T  「・・・上を見てください。先ほど確認したように、131020304050と進んで
います。で、131020304050線はずっと下に行くのですけど、これは何
をあらわす線でしたか?NNさん」
NN 「時間」
T  「そうですね。時間を表す線でしたね。ではですね、今から時刻表をお配り
しますので、この時刻表を見て、ダイヤを作ってくださ～い。」
「運行指令長になったつもりで作つてください(笑)」
S  (学生たちのガヤガヤ声)
17.別紙の時刻表を見てみよう。
S  (時刻表を確認)
18.ダイヤグラム作成してみよう。
S  (ダイヤグラム作成中)
19.間違いを防ぐために、まずは各時間に停車する駅名上に点を打つていきまし
よ つ。
S  (ダイヤグラム作成中)
20。実際のダイヤとは若干違いがあります。
S  (ダイヤグラム作成したものを確認中)
Figure9 鉄道ダイヤグラム作成方法
Figure9より、白紙のダイヤグラムにスジを記入していく作業を行い、作成作業
をすることでよリダイヤグラムを理解することを目的とした。一様に理解しスムー
ズに作業は行われた。
次にダイヤグラムで距離 。時間 。速さの再確認している授業場面を Figure10に
示す。
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21.作成したダイヤグラムを見てみましょう。
T  「それでは、そのまま続けさせていただきます。作成したダイヤグラムを見
てください。105列車に注目してください。105列車は緑地駅に着くまで、
何本の列車とすれ違いますか?SRくん105列車は緑地駅に着くまで、何
本の列車とすれ違いますか?」
Sl  「はい、 2木です^|
T  「そうですね。2本すれ違います。では、105列車と200列車は、YTくん、
何時何分にすれ違いますか?105列車と200列車は、何時何分にすれ違い
ますか?」
S2 「☆☆12分」
T  「はい、14:12みなさんどうですか?すれ違ってるところ、いけますか?
105列車と202列車ならどうですか?☆☆くん」
S3 「☆☆」
T  「そうですね。」
22.出発時刻と手1着時刻に注目してみよう。
。101レと103レはそれぞれ何分に緑地駅を出発していますか?
T  「101号と103号はそれぞれ何分に緑地駅を出発していますか?YMさん」
YM 「0分と20分です」
T  「はいそうですね。」
。101レと103レはそれぞれ何分に駿台駅に到着していますか?
T  「では、101号と103号はそれぞれ何分に駿台駅を到着していますか?☆☆
くん。」
S  「☆☆☆」
T  「はいそうですね。」
。101レと103レの出発時刻と到着時刻にどのような違いがありますか?
S3 「走るスピード??あれ?|
T  「うん。いいよ。なるはど…」
。101レと103レ同様に202レと204レそれぞれの駿台駅緑地駅の発着時間を比ベ
てみよう。
T  「・・・同じく202号と204号でしたらどうですか?KRくんいかがですか?」
54 「出発は20分違いますが、到着は10分に縮まってる |
T  「そうですね～…」
23。別紙2.の間をダイヤグラムを見ながら解いてみましょう。
。(1)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよ
つ。
T  「…問2の(1)ですね。ダイヤグラムを見ながら解いていただきたいと思
います。(1)みんなで一緒に解いていきたいと思います。時速90キロで
走る、101号が13:06に公園前駅を出発し、13:22に豊中駅に到着しま
した。公園前駅～豊中駅までは何キロありますか?という問題です。ダイ
ヤグラムを見ただけでの答えはMSくん答え何キロですか ?」
MS 「24キロ」
T  「24キロSRくん同じ答えですか?」
SR  「はい。」
T  「ダイヤグラムだけを見てどこでわかったんですか?」
S  「累計キロ」
T  「なるほど。わかりました。ダイヤグラム上でこう答えはあるんですが、こ
の答えと一致するような式を出して答えて見てください」
S  (計算中)
。(2)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよ
う。
T  「はい、出来ましたでしょうか?では次に (2)を一緒にやっていきましょ
う。時速 120キロで走る 103号は 13:20に緑地駅を出発 しました。48
キロメー トル先の駅は何という駅で、何時何分に到着しますか ?」
S  (計算中)
T  「では48キロ先の駅は何という名前ですか?」
S  「☆☆駅」
T  「それはどうやつてだしましたか?」
S  「累計キロ」
T  「そうですね。わかりました。ではIAさん何時何分に到着ですか?」
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IA   「13:44」
T  「13:44そうですね。では、これを式で今度は求めてください。」
S  (計算中)
24.(3)を解いてみよう。
。(3)の問題文でダイヤグラムで見て取れるものは何だろう?
T  「この問題でダイヤグラム上から読み取れるのは、なんでしょうねIAさん
引き続きで、ダイヤ上でわかることは?」
IA 「距離」
T  「距離いいですよ～。YTくん他何かある?」
YT 「時間」
T  「時間 !うん。時間と距離が分かりましたので、計算できますね。」
・時間と距離がダイヤ上で見て取れたので、計算してみよう。
S  (計算中)
25.202レの速さも (3)同様に求めてみましょう。
S  (計算中)
26.ダイヤグラムからも202レと204レの速さの違いを見て取れますか?
S  (計算中)
27.注目は、スジの傾き !!
・スジの傾き方で何がどのように違 うのかが分かりますか?
T  「…もう一度ダイヤの方を見ていただきまして、作成したダイヤを見てくだ
さい。注目していただきたいのは筋の傾きなんですね。筋の傾きで、なに
が違 うのかということは今見てきた中で、わかっていただけたかと思いま
す。STくん、筋の傾きで何が変わりますか?」
ST 「速度」
T  「そうですね。傾きが急なほど、スピー ドはNKくんどうでしょう
NK 「速い」
T  「そうですね。傾きが緩やかなほど・… スピードは☆☆くんどうでしょう」
S  「遅い」
T  「そうですね。傾きが急なほど、スピードが速く、傾きが急なほど、スピー
ドが遅いということが分かりました。今回は時間と距離と速さの関係性を
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わかつてもらうために、ダイヤグラムを使って授業を受けてもらいました
。‥」
28。「距離」「速さ」「時間」の算出する公式をおさらいしましょう。
「…最後にもう一つ距離 。速さ。時間のおさらいですね、しておきます。」
「まず、距離を出すためには速さ×時間ですね。そして、時間を出すために
は、距離■速さですね。そして、速さを出すためには、距離■時間ですね。」
「距離を出すためには速さ×時間ですね。そして、時間を出すためには、距
離÷速さですね。そして、速さを出すためには、距離÷時間ですね。そし
てダイヤグラムというのは距離・速さ。時間が書かれているということが
分かつていただいたと思います。」
Figure10 距離・時間 。速さの再確認
Figure10より、まず 21.のSlやS2が正答を解答したようにすれ違 う列車本数を
答えられるところより、スジ=列車であるという認識は持てていると判断できる。
そして、S2やS3は☆印 (聞取り不可)ではあるが、前後のTの発言より正答した
解答をしていることがわかる。このことより、時間を読み取ることもできていると
判断できる。また、22.のS3やS4の角翠答からスジの傾きによつて列車速度=スピ
ー ドが違 うことも読み取れていると判断できる。
発問23から発問26までは、今回の授業の中心個所であり、距離・時間・速さを
計算させている授業場面であるが、授業を振り返るとうまくいかなかったと感じて
いる点が2つある、1つは、距離 。時間・速さを算出するときの公式が理角早してい
るものとして、授業を進めていること、2つ日は、式で答えを出そうと計算はさせ
てはいるが、解答解説が行われていない為、個々の理解度を授業の雰囲気から見て
取ることを行つていなかったことである。事後テス トに詳細な結果は示されるが、
よく理解されないまま授業を終了してしまったと、授業者は感想を持った。
(3)事後調査の結果について
まず、実践授業後の関心や興味の変容を知る為事前同様の2つ質問を行った。
質問1.「数学の「速さ」に関しての関心」の質問についての回答結果をTable6に
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示す。
Table6 質問1.回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5。 平均
質問 1 0人 2人 7人 9人 2人 3.55
事前テスト時行つた質問1.と比べると、平均値は事前 3.2(SD=0.89)から
事後3.55(SD=0。82)となっていた。評定の値は、増加しており、有意な差は見
られないものの、有意な傾向が見られた。(t=1.93、df=19、p<.10)
質問2.「実践授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」の質問のついて
まずは質問2.の回答結果をTable7に示す。
Table7 質問2.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問2 0人 1人 7人 11ノヽ 1人 3.60
事前テス ト時行つた質問1.と比べると、平均値は事前 3..05(SD=1.0)から
事後 3.6(SD=0.68)となっていた。評定の値は、増加 しており、有意な差は見
られないものの、有意な傾向が見られた。(t=2.77、df=19、p<。10)
速さに関しての関心及び数学の学びについての興味は、数値的には事前より事後の
方がともに上回つてはいるが、大きな変動があつたわけでなく、実践授業より、興
味や関心を持たせたとは言える結果ではない。ただし、事前から事後への伸びに有
意な傾向は見られた。
<事後テスト内容に関する課題について>
全問正答した被験者は0名、平均正答率は85%であった。以下には、各門ごと
に正答者数と正答率を示し、考察を行う。
問1.「様々な単位の知識課題」について。
小問6課題で構成されていた様々な単位の知識課題の結果をTable8に示す。
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Table8 事様々な単位の知識課題 正答者数と正答率
設問番号 問 1 (1)問1(2)問 1 (3)問 1 (4)問1(5)問 1 (6)
正答者数 14人 19人 19人 18人 18人 17人
正答率 70% 95% 95% 90% 85% 85%
平均正答率は86.6%であつた。今回の研究目的に沿つた間である (3)リニア新
幹線の速さ及び (6)ケーブルカーの速さのいずれも8割の正答者数となった。実
践授業での一定の成果があつたと言えよう。
問2.「速さ保存問題認識」について
事後テス ト時の結果とこの課題は実践授業内で正答数を確認しているので、事前
テス トから事後テストヘの伸び率をTable9に示す。
Table9 事前テストから事後テス トヘの速さ保存の正答者伸び率 (事前→事後)
設問課題 速さ保存
正答者数 8人→ 15人
正答率 40%→75%
実践授業時、質問形式で挙手させた発間と同一のものを発問したが、授業時に比
べ正答率35%と大きく上回つた。これはダイヤグラムのスジを読むことが出来、
理解を示したからこそだと考える。
問3.「単位換算」課題について
小間4課題で構成されていた単位換算課題の結果をTable10に示す。
Table10 単位換算課題 正答者数と正答率
設問番号 問 3 (1)問 3 (2)問3(3)間 3(4)
正答者数 14人 15人 4人 10人
正答率 70% 75% 20% 50%
小問 (3)については時速ち秒速及びkm→mと2回の換算が出てきていて、容易
ではなかった上に、解答が割り切れない数であった。そこで、正答率が低かつた原
因の一つとして、設間が適切でんかった可能性が推測された。
またこの課題は事前テス トでも数値は異なってはいるものの形式は同一であつた
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為、Tablellに事前テストから事後テストの伸び率をそれぞれ示す。
Tablell 事前テストから事後テストヘの単位換算の伸び率 (事前→事後)
事前でも多くの誤答者がいた単位換算課題においては全ての問題において、正答
率が下回つた。中でも間3(3)については、上述のほか、ガヽ数点の計算が出来な
いや単純な計算ミスのような誤答が見られた。しかし、問3(3)をのぞいたとし
てもすべての小間で下回つており、被験者にとつて換算が容易でないことがわかっ
た。
問4.「距離 。時間・速さの文章題 (無換算)解決」課題について
小問3課題で構成されていた無換算の距離。時間・速さの文章題の結果をTable12
に示す。
Table12 無換算の距離 。時間・速さの文章題 正答者数と正答率
設間番号 間4 (1) 間4(2) 間 4 (3)
正答者数 17人 20人 20人
正答率 85% 100% 100%
無換算の距離 。時間・速さ課題については、事前テストから正答者数が多く、事
後テストでも8割以上から全員正答のものまで高正答率となった。またこの課題は、
数値及び問題文脈も異なってはいるが、解決に用いる公式は事前テス トと同一の為、
Table13に事前テス トから事後テス トの伸び率をそれぞれ示す。
Table13 事前テス トから事後テス トヘの無換算の距離・時間・速さの文章題の伸び率
(事前→事後)
設問課題 無換算距離 無換算時間 無換算速さ
正答者数 19人→ 17人 20人→ 20人 20人→ 20人
正答率 95%→85% 100%→100% 100%→100%
事前からも高い正答率である無換算の課題であつたため、今回も高い正答率が見
られた。距離課題に誤答があった3名を分析すると、事前も事後も誤答である1名
設問課題 単位換算 (1) 単位換算 (2) 単位換算 (3) 単位換算 (04)
正答者数 16人→ 14人 18人→15人 9人→4人 13人→ 10人
正答率 80%→70% 90%→75% 45%→20% 65%→50%
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については他の課題でも誤答が多く、四則計算知識自体に問題がある。他の2名は
計算ミスであつた。
問 5。「距離 。時間 。速さの文章題 (無換算)解決」課題について
無換算の文章題同様に、小問3課題で構成されていた有換算の距離・時間・速さ
の文章題の結果をTable14に示す。
Table14 有換算の距離・時間 。速さの文章題 正答者数と正答率
設間番号 問 5 (1) 問 5(2) 間 5 (3)
正答者数 12人 13人 11人
正答率 60% 65% 55%
無換算の課題の結果と比較すると、有換算の課題の正答率は55%から65%と低
かつた。また、この課題は、数値及び問題文脈も異なってはいるが、解決に用いる
公式は事前テストと同一の為、Table15に事前テス トから事後テス トの伸び率をそ
れぞれ示す。
Table15事前テス トから事後テス トヘの有換算の距離 。時間・速さの文章題の伸び率
(事前→事後)
設問課題 有換算距離 有換算時間 有換算速さ
正答者数 12人→ 12人 9人→13人 13人→ 11人
正答率 60%→60% 45%→65% 65%→55%
誤答を分析すると、やはり計算は出来るが換算単位が理解できていないのか、換
算での誤答や白紙で答えていない事が見られる。このことからもやはり換算が被験
者にとつてネックになっていることがわかる
問6。「ダイヤグラムの知識」課題について
ダイヤグラムを見ながら答える発間の結果をTable16に示す。
Table16 ダイヤグラムの知識の課題 正答者数と正答率
設問番号 問6に)① 問6紅)② 問612)①α 問612)①3 問60)②
正答者数 19人 19人 20人 20人 13人
正答率 95% 95% 100% 100% 65%
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ダイヤグラムを見て単に時間やすれ違いを解答する問題に関しては高い正答率が
見られるが、問612)②のような「ダイヤグラムから読取」十「速さの算出」+「有
換算課題」ととなった場合、さまざまな知識を解答までに導かなければならず、や
はり正答数は7割をも得ることが出来なかった。
以上このことから、 (1)速さに関しての関心及び数学の学びについての興味に
ついてTable6及びTable7から有意な傾向が見られたこと、 (2)「距離 。時間・速
さの文章題解決」課題のうち、無換算の課題については、Table13から、正答率が高
かつたこと、しかし (3)「距離・時間 。速さの文章題解決」課題の有換算の課題
や、ダイヤグラムの知識課題の一部については、Table15やTable16から、正答率が
低かった。
これら (1)から (3)をふまえると、実践1の専門学校生に対してはダイヤグ
ラムを活用して最後に公式を提示する授業プランでは、距離 。時間・速さの3者関
係の理解を深めることは不十分であり、事前に専門学校生が有していた速さ概念の
変容を促すことができたとは言えないと考えられる。
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第3章 実践 2
第1節 ねらい
本実践では、実践1で行つた授業の反省点を踏まえ、ダイヤグラムを用いて読み方
を教示し、実際にダイヤグラムを作成させる事に加え、「公式」を強調し、より距離・
時間・速さの関係性を図と公式との対応付けにより明確化させることで、「速さ」概
念を確立させることをねらいとした。
第 2節 方法
(1)被験者
大阪府S専門学校 トラベル鉄道学科に在籍する学生20名を対象とした。
なお、いずれの者も実践1には参加しておらず、実践1とは異なる学生が被験者と
して選定された。
(2)期日
実践2は、平成25年10月21日(月)に実施した。
(3)手続き
①概要
実践1は事前テスト (授業時数30分)→実践授業 (授業時数90分)→事後
テスト (授業時数50分)という3つのセッションから構成されていた。以下で
は、各セッションについての説明を行う。
②事前調査
事前テストとして、被験者が持つ「1.数学の「速さ」に関しての関心」「2.
数学の学びについての興味」「距離・時間・速さの文章課題に関する事前知識度」
の3点のあり方について、授業の前に確かめる目的で、事前テス トを行つた。
テス トの内容はミ2つの質問と7つの課題から構成されていた。質問は、「質
問1.数学の「速さ」に関しての関心」及び「質問2.数学の学びについての
興味」の質問の2つであつた。課題は、「問1.単位換算」及び「問2.～問7.
距離・時間 。速さの文章題解決」課題の計7つであった。この事前テス トは実
践1のものと同一である。
なお、実践1同様に、間1.～問7の問題に関しては、どのように答えを出
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したのかを知る為,被験者には事前に頭で計算したものも含め式と答えを記入
するよう指示した。また解答まで至らず,途中までの式であっても記入するよ
う指示をした。
③授業の流れ
実践1での反省点や改善点を踏まえ、より「速さ」への概念獲得が出来るよ
う修正を行い、以下のような内容と発間と教示からなる、テキス トを作成した。
なお、実践1と異なる点は、主に以下の2点にまとめられる。
それは、(1)授業導入部分 (発間1から発問5)で、複数回発間を繰り返し
て音読し、学生の注意を喚起する。(2)授業前半 (発問8から発問9)に、公
式を強調して再確認する教示を追加したことである。
●テキスト全体の流れ●
1.速さの概念 (発問1-5)
○「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげて
ください。
○様々なものをはかる単位を考えよう
○「時速Okm」って聞いた事がある?
○走る距離で時速の速い遅いがわかるかな?
*「速さ」概念についてどの程度の理解があるのかの確認と授業導入の発問。
実践1では「時速30k mで走り続けている自動車があります。このAB間(2
km)を走っているときのスピー ドと、CD間(10k m)を走っているとき
のスピー ドでは、どちらが速いでしょう。」という発間を1度しか言わなかっ
たが、本実践では、3回「時速3011mで」走り続けていると繰 り返した。
2.公式の確認 (発問6-7)
○「距離」「速さ」「時間」の算出する公式を思い出そう
○距離=速さ×時間
○時間=距離÷速さ
○速さ=距離■時間
*小学校の時に学習した公式を思い出させ、計算時に役立つよう再確認を行つ
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た。実践1では最後に付け加えるような感じで公式を確認していたが、今回
は最初に板書をすることにより、後に続く実践授業内で公式との対応づけが
やり易くなるのではないかと考えた。
3.鉄道ダイヤグラムの認知の有無 (発問8-9)
○ダイヤグラム (列車運行図表)って知ってますか?
○ダイヤグラムの中を見た事がありますか?
*鉄道で使用されているダイヤグラムを実際に見たり聞いたりしたことがある
被験者がどれくらいいるのかを確認する発間である。
4.鉄道のダイヤグラムの説明 (発問10‐16)
○ダイヤグラムとは何か?
○実際にダイヤグラムを見て見よう
○縦及び横の軸の説明
○ダイヤグラム上の線 (スジ)の読み方 (見方)
*ダイヤグラムの読み方を理解させる。
5.ダイヤ作成の方法 (発問17-23)
○筋の書かれていないダイヤグラムで再度縦軸と横軸の確認をしよう
○時刻表の時間をダイヤグラム上に記入してみよう
○実際のダイヤグラムとの相違点
*時刻表上の時刻を使用し、ダイヤグラム上に実際にスジを引く事により距
離 。時間・速さの関係性の理解獲得に近づける。
6.作成したダイヤグラムで距離 。時間・速さの再確認 (発問24-29)
○イ乍成したダイヤを見てみよう
○出発時亥1と至1着時刻をみてみよう
○ダイヤには見て取れる答え (数字)力｀あるが実際その通りになる事を計算式
を使つて確かめてみよう
○速さの違いも見て取れるかな?
*作成したダイヤグラムを使用し、距離 。時間・速さを計算させ、その計算と
ダイヤグラム (図)との一致を確認させ理解を深める。
7.筋の傾きに注目させる (発問 30)
○筋の傾きから何がわかるかな?
*筋の傾きでスピー ドの出かたを理解させる。
8.公式の再確認 (発問 31)
○「距離」「速さ」「時間」の算出する公式を思い出そう
○距離=速さ×時間
○時間=距離■速さ
○速さ=距離÷時間
*実践最後にも言う一度公式を確認してもらい、ダイヤグラムの筋と結び付け、
より理解を深めさせる。
④事後調査
授業を通してどの程度速さ概念が理解されたかの確認をするため、事後調査課
題が用意された。この事後テストでは、被験者は実践授業で作成したダイヤグラ
ムは使用せず、問題を解く形式にした。
テストの内容は、「質問1.授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」「質問
2.授業受講後の数学の学びについての興味」の質問2つと、「問1.様々な単位
の知識」「問2.速さ保存問題への認識」「問 3。単位換算の知識」「間4.～問5.
距離 。時間・速さの文章題解決」「問6.ダイヤグラムの知識」という6つの課題
から構成されていた。このテストは、ほぼ実践1に使用した事後テストと同一で
はあるが、より被験者が解答しやすくなるよう、一部分数字の変更や問題文中の
助詞等の調整程度の変更は行つている。
なお、実践1後の事前調査同様、間3.～問6の問題に関しては、どのように
答えを出したのかを知る為,被験者には事前に頭で計算したものも含め式と答え
を記入するよう指示している。また解答まで至らず,途中までの式であっても記
入するよう指示をしている。
第3節 結果 と考察
ここでは、事前 。事後テストの結果と考察、実践授業の様子を記録概要から示す。
(1)事前調査の結果について
事前テストの結果
質問 1。「数学の「速さ」に関しての関心」の質問について
数学の「速さ」に関しての関心の質問について被験者は、5段階 (1.全く面白
くない, 2。あまり面白くない, 3.どちらともいえない, 4.やや面白い, 5。
とても面白い)より選んだ。Table17にその解答段階と平均を示す。
Table17 質問1.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問 1 0人 8人 2人 6人 4人 3.3
平均値は 3.3(SD=1.22)で、どちらともいえないという結果であつた。結果
より、 1.全く面白くないや、2.あまり面白くないと関心を示さない被験者は 8
人で、4.や面白い、 5。 とても面白いと答えた被験者は 10人を占めた。
質問2.「数学の学びについての興味」の質問について
数学の学びについての興味の質問についても、質問1同様に被験者は、5段階(1.
全く興味が湧かない, 2。あまり興味が湧かない, 3。どちらともいえない, 4.
やや興味が湧く, 5,とても興味が湧く)より選んだ。Table18にその解答段階と
平均を示す。
Table18 質問2.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問2 2人 4人 2人 10人 2人 3.3
平均値は 3.3(SD=1.22)で質問1.同様にどちらともいえないという結果で
あった。結果より、 1.全く興味がないや、2.あまり興味がないと興味を示さな
い被験者は6人で、4.や興味がある、5.とても興味があると答えた被験者は
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倍の12人を占めた。
事前テスト内容に関する課題について
全問正答した被験者は7名と実践1.時の倍以上いるが、平均正答率は78.5%で
差異はない。このことから、実践1.時の被験者と事前の知識状態に差がないとみ
なした。次に各間の正答者数と正答率を示す。
問 1.「単位換算」課題について
小問4課題で構成されていた単位換算課題の結果をTable19に示す。
Table19 単位換算課題 正答者数と正答率
設問番号 問 1 (1) 問 1 (2) 問1(3)問 1 (4)
正答者数 14人 18人 10人 19人
正答率 70% 90% 50% 95%
平均正答率が76%であったが、(3)の問題においては、10名の正答しか得ら
れず、実践1.同様に時速→秒速且つ km→mと2回換算をする事がこちらも容易
ではなかったことが示されている。
問2.～問4。「距離 0時間・速さの文章題 (無換算)解決」課題について
どれも無換算の距離 。時間・速さの文章題で課題結果をTable20に示す。
Table20 無換算の文章題 正答者数と正答率
設問番号 問 2 問 3 間4
正答者数 20人 20人 19人
正答率 100% 100%95%
無換算の文章題は距離課題、時間課題、速さ課題ともに高い正答率を得られてい
る。
問 5。 ～問7.「距離 。時間 。速さの文章題 (有換算)解決」課題について
どれも有換算の距離 。時間 。速さの文章題で課題結果をTable21に示す。
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Table21 有換算の文章題 正答者数と正答率
設問番号 問 5 問 6 問 7
正答者数 14人 13人 10人
正答率 70% 65% 50%
有換算の文章題では、距離課題、時間課題、速さ課題ともに正答率が7割を下回
つており、やはり換算が正答への妨げとなっていることが示され、被験者にとって
換算は容易ではないということが言えよう。
(2)授業の様子
授業は、本論文執筆者によつて、一斉授業の形式で行われた。Figurellに授業場
面で初めの導入部分の経過を授業中の被験者の反応を記録したものに基づいて概要
を簡単に示す。
1.「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげてく
ださい。
被験者からの答え → km ノット マッハ マイル m ビット パー
セカンド ピ
2.次のものをはかるにはどんな単位を使つたらよいと思いますか?次から選んで
ください。
1.50メー トル走のタイム 2.新幹線の速さ 3.自分の体重
4.淀川の水の流れのはやさ 5.ペットボ トルに入つている飲料の量
6.荒嶋くんが1秒に走る距離
(秒速Om  tt  km  a  kg  r  dl  m  ha)
被験者が選んだ単位
秒速Om 秒 km a kg m dl m ha
1.徒競争のタイム 20
2.新幹線の速さ 4 16
3.体重 20
4。 川の流れ 20
5。 ペットボ トル 19
6.1秒に走る距離 1 1 18
(人)
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3.(1)あなたは時速60キロとか、時速100キロという言葉を聞いたことが
ありますか?
(全員聞いたことがあるに挙手)
4.(2)時速60キロの自動車と、時速100キロの自動車では、どちらのスピ
ー ドが速いと思いますか
S2  【全員時速100キロに挙手)
5.時速 30k mで走り続けている自動車があり
つているときのスピー ドと、CD間(10k
では、どちらが速いでしょう。
ます。このAB間(2km)を走
m)を走っているときのスピード
S3  (AB間が速いに2名挙手、CD間が速いに2名挙手、どちらも同じに 1
6名挙手)
6.みなさんは小学生の時に「速さ」を求める時の式 (公式)を習つたことを覚え
ていますか?
・学習した公式のことを覚えているか
S4  (覚えている:4名  覚えていない :8名  その他 :学習したことは
覚えKいるが公式までは覚えていない。)
・速さ以外の時間や距離を求める公式も覚えているか
S5  (覚えている:4名  覚えていない :9名  そのfll 学習 したこと は
覚えているが公式までは覚えていない。)
7.ダイヤグラム (列車運行図表)って知っていますか?聞いた事ありますか?
S  (知っている。聞いたことがある :8名
・どこで見かけるものか?
S  (乗務員室  駅)
。何のためのものだと思いますか?
S  (時刻の確認  乗 り継ぎの確認)
知らない :13名)
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8.ダイヤグラムの中を見たことがありますか?
。何が書かれているのかな?
S  (線 列車の番号)
。今まで似たようなものを見たことがありますか
(ない)
Fgure6 導入授業場の概要
Figurellより、実践2では,ねらいの項でも述べたように、ダイヤグラム作成
に加え、「公式」を強調し、速さの概念を確立させることを意識した導入授業にし
た。
SlやS2の様子から、時速Okmとぃう言葉は聞いたことがあり、時速 60k■lと時
速 100 kmなら100 kmの方が速度が速い事は理解しており、挙手をする学生たちにも
余裕が感 じられた。なぜそんな当たり前なことを聞くのかと言う疑間めいた苦笑い
もあつた。さらに、S3でも今回は正答のどちらも同じに16名が挙手をしており、
実践1では「時速 30k mで走り続けている自動車があります。このAB間(2k
m)を走っているときのスピー ドと、CD間(10k m)を走っているときのスピー
ドでは、どちらが速いでしょう。」という発間を1度しか言わなかったが、本実践
では、3回「時速3 0kⅢで」走り続けていると繰り返した効果があったかと考える。
そして、この結果だけで見ると、実践1.の被験者よりは速さの本質を理解してい
るように見えた。
そして今回は、公式を強調して導入部分で公式理解の有無について問うているが、
S4やS5の中で単に「覚えている」「覚えていない」の2者でなく、習つた事は覚
えているが内容 (公式)は覚えていない、という被験者がたくさんおり、単に理解
の有無だけでなく、「知識はあるが理解していない」ということが伺える結果とな
つた。残りの発問9から発問31については、実践1の授業の流れと、ほぼ同様に
進められた。
(3)事後調査の結果について
まず、実践授業後の関心や興味の変容を知る為事前同様の2つ質問を行つた。
質問1.「数学の「速さ」に関しての関心」の質問についての回答結果を Table22
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に示す。
Table22 質問1.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問 1 0人 3人 2人 14ノk 1人 3.65
事前テス ト時行つた質問1,と比べると、平均値は事前 3.3(SD=1.22)から
事後3.65(SD=0.81)となり、有意差はみられなかった。
質問 2。「実践授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」の質問のついて
まずは質問2.の回答結果をTable23に示す。
Table23 質問2.の回答段階と平均
事前で、全く関心がないと言つていた被験者が2名であったが、1段階は0人に
なっており、少しは関心を持ったのかと言いたいが、平均値は事前3.3(SD=1.22)
から事後3.5(SD=0.89)と、有意差はみられない結果となった。
速さに関しての関心及び数学の学びについての興味は、公式を強調 して教示した実
践2によって、興味や関心を持たせることは出来なかった。
<事後テス ト内容に関する課題について>
'  全間正答した被験者は1名、平均正答率は95%であった。以下には、各問ごと
に正答者数と正答率を示し、考察を行う。
問 1。「様々な単位の知識課題」について。
小問6課題で構成されていた様々な単位の知識課題の結果をTable24に示す。
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問2 0人 3人 6人 9人 2人 3.5
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Table24 事様々な単位の知識課題 正答者数と正答率
設問番号 問 1(1)間 1(2)問 1(3)問1(4)問 1(5)間 1(6)
正答者数 15人 17人 20人 18人 19人 17人
正答率 75% 85% 100%90% 95% 85%
平均正答率は88.3%であつた。今回の研究目的に沿つた間である (3)リエア新
幹線の速さ及び(6)ケーブルカーの速さのいずれも8割以上の正答率が見られた。
実践授業での一定の成果があつたと言えよう。
問 2。「速さ保存問題認識」について
事後テス ト時の結果とこの課題は実践授業内で正答数を確認しているので、授
業内から事後テス トヘの伸び率をTable25に示す。
Table25 授業内から事後テス トヘの速さ保存の正答者伸び率 (事前→事後)
設間内容 速さ保存
正答者数 16人→20人
正答率 80%→100%
実践授業時、質問形式で挙手させた発間と同一のものを発問したが、授業時に
比べ正答率20%と大きく上回つた。実践1では、Table9のとおり、正答率は
40%→75%と増加していたが、さらに実践2では全員が正答となっていた。
問3.「単位換算」課題について
小間4課題で構成されていた単位換算課題の結果をTable26に示す。
Table26 単位換算課題 正答者数と正答率
設間番号 問 3 (1)問 3 (2)問3(3)問 3 (4)
正答者数 14人 16人 15人 20人
正答率 70% 80% 75% 100%
どの課題もそこそこ理解をしている被験者ではないかと見受ける。またこの課題
は事前テス トでも数値は異なってはいるものの形式は同一であった為、Table27に
事前テス トから事後テス トの伸び率をそれぞれ示す。
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Table27 事前テストから事後テストヘの単位換算の伸び率 (事前→事後)
設問課題 単位換算 (1) 単位換算 (2) 単位換算 (3) 単位換算 (4)
正答者数 14人→ 14人 18人→16人 10人→ 15人 19人→ 20人
正答率 70%→70% 90%→80% 50%→75% 95%→100%
実践1.でも多くの誤答者がいた単位換算課題だが、比較的出来たように見える。
しかし、(3)(4)については第2章3節(3)でも述べたように解答が割り切れ
ない数であったことから、事前同様の回答が整数となる問題になるよう数字を変え
たため、多くの正答を得ることが出来たのではないかと推測される。とは言え、や
はり時速→秒速及びkm→mと2回の換算が出てきていて、容易ではなかったと感じ
る。実践1.同様、被験者にとって換算が容易でないことがわかった。
問4.「距離 。時間・速さの文章題 (無換算)解決」課題について
小問3課題で構成されていた無換算の距離・時間・速さの文章題の結果をTable28
に示す。
Table28 無換算の距離・時間・速さの文章題 正答者数と正答率
設間番号 問 4 (1) 問4 (2) 間 4 (3)
正答者数 17人 19人 18人
正答率 85% 95% 90%
無換算の距離 。時間・速さ課題については、事前テス トから正答者数が多く、事
後テス トでも8割以上から全員正答のものまで高正答率となった。またこの課題は、
数値及び問題文脈も異なつてはいるが、角翠決に用いる公式は事前テス トと同一の為、
Table29に事前テス トから事後テス トの伸び率をそれぞれ示す。
Table20 事前テス トから事後テス トヘの無換算の距離・時間 。速さの文章題の伸び率
(事前→事後)
設問課題 無換算距離 無換算時間 無換算速さ
正答者数 20人→ 17人 20人→ 19人 19人→ 18人
正答率 100%→85% 100%→95% 95。%→90%
全体的には、事前より正答率が下がつており、誤答者の式及び解答を確認すると、
式は正答だが計算を間違つているや、単位の付け忘れ等のケアレスミスであった。
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次に実践 1。 では行わなかった公式を強調して教示した事の影響があったかどう
かを見る為、実践1のTable13の結果と比較してみたところ、実践1と同様に、無
換算の課題については、事前から正答率が高かったこともあつて、いずれの課題に
おいても公式を強調して提示した事による正答率の伸びは見られなかった。
問5.「距離・時間・速さの文章題 (有換算)解決」課題について
無換算の文章題同様に、小問3課題で構成されていた有換算の距離 。時間・速さ
の文章題の結果をTable30に示す。
Table30 有換算の距離・時間・速さの文章題 正答者数と正答率
設間番号 問 5 (1) 問 5(2) 問 5 (3)
正答者数 20人 14人 14人
正答率 100% 70% 70%
(1)は全員正答したものの、無換算の課題のような正答率の高さは見えなか
つたが、実践1.に比べると、比較的出来ているように見える。また、この課題は、
数値及び問題文脈も異なってはいるが、解決に用いる公式は事前テス トと同一の為、
Table31に事前テス トから事後テス トの伸び率をそれぞれ示す。
Table31事前テストから事後テス トヘの有換算の距離 。時間・速さの文章題の伸び率
(事前→事後)
設問課題 有換算距離 有換算時間 有換算速さ
正答者数 14人→20人 13人→14人 10人→ 14人
正答率 60%→100% 65%→70% 50%→70%
無換算の課題のような正答率の高さは見えず、実践1.時の事後テストに微修正
を加えたが、時間や速さは7割の正答者数しか得られず、このことからもやはり換
算が被験者にとつてネックになっていることがわかる。
次に実践1.では行わなかった公式を強調して教示した事の影響があったかどう
かを見る為、実践1のTable15の結果と比較してみたところ、有換算の距離課題で
は、実践2の事後で 100%の正答率が得られているものの、時間及び速さに間する
ほかの課題では、実践2の授業後でも7割の正答率に留まっていた。この事から公
式を強調して提示したことによつても、有換算の文章題の課題解決が促進されたと
は言えない結果であつた。
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問6.「ダイヤグラムの知識」課題について
ダイヤグラムを見ながら答える発間の結果をTable32に示す。
Table32 ダイヤグラムの知識の課題 正答者数と正答率
設問番号 問6に)① 問6(1)②問69)①α 問60)①6 問6り)②
正答者数 20人 20人 20人 20人 12人
正答率 100% 100% 100% 100% 60%
ダイヤグラムを見て単に時間やすれ違いを解答する問題に関しては全員正答した
ので、ダイヤグラムの読みに関しては、被験者に理解させることが出来たといえよ
う。しかし、間6(2)②のような「ダイヤグラムから読取」+「速さの算出」+「有
換算課題」となった場合、さまざまな知識を解答までに導かなければならず、やは
り正答数は6割ほどしか得ることが出来なかった。
以上このことから、(1)速さに関しての関心及び数学の学びについての興味につ
いてTable22及びTable23から公式を強調して教示した実践2によつて、興味や関
心を持たせる事は出来なかったこと、(2)「距離 。時間・速さの文章解決課題」の
うち、無換算の課題については、Table29より、正答率は高いが、実践 1のTable13
と比較をすると、本実験の目的である、公式を強調 して提示した事による正答率の
伸びは、見られなかったこと、また、(3)「距離 。時間・速さの文章課題解決」課
題の有換算の課題や、ダイヤグラムの知識課題の一部についてはTable31より、一
見正答率自体は若干上がっており、有換算の距離課題では、実践2の事後で 100%
の正答率が得られているものの、時間及び速さに関する他の課題及びダイヤグラム
から読み取り計算をする課題では、実践2の授業後でも7割の正答率に留まってい
る。
これら (1)から (3)をふまえると、実践2の専門学校生に対してはダイヤグ
ラムを活用する事に加え、「公式」を強調し、より距離 。時間 。速さの関係性を図と
公式との対応付けで明確化する授業プランでは、距離 。時間 。速さの3者関係の理
解を深める事は不十分であり、事前に専門学校生が有していた速さ概念の変容を促
す事が出来たとは言えないと考えられる。
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第4章 実践 3
第1節 ねらい
本実験では、実践1と実践2で行つた授業の反省点を踏まえ、実践1で開発した授業
プランが、専門学校生にとつてどこがわかりにくかつたのかを解説授業での彼らの発言
と事後調査によつて明らかにすることをねらいとした。
第 2節 方法
(1)被験者
0府S専門学校 トラベル鉄道学科に在籍する学生20名を対象とした。なお、こ
の20名は、実践1の被験者20名と、同一の者である。
(2)期日
平成25年11月27日(水)に実施した。
(3)手続き
①概要
実践3は、事前テストは行わず、実践授業 (授業時数25分)→事後テス ト(授
業時数25分)という2つのセッションから構成されていた。以下では、各セッ
ションについての説明を行う。
②事前調査
今回は実践1で行われた事後調査結果を実践3の事前状態を表しているもの
とみなして、実践を計画したため、事前テストは行っていない。
③授業の流れ
実践1.実践2.での反省点や改善点を踏まえ、より「速さ」への概念獲得
が出来るよう解説授業で彼らの発言を引き出す授業構成にし、学生の発言から
どのような点がわかりにくかったのかの情報が得られる修正を行った。また、
板書にも工夫を加え、掲示できる巨大なダイヤグラムの具体物を用意し以下の
ような内容と発間と教示からなる、テキストを作成した。
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●テキス ト全体の流れ●
1.前回の理角牢確認 (発問1)
○前回の授業どうでしたか?
○速さの問題は解けるようになりましたか?
*前回と同様の問題を配布しながら、発間に答えられたかを確認 し、学生たち
の反応を確認する
2.鉄道のダイヤグラムの見方の復習 (発問2-3)
02つスジを見比べて、どちらの列車の方が速いかわかるかな?
○縦及び横の軸の知識獲得の確認
○累計キロと区間キロの再確認
*ダイヤグラムの読み方を再確認させ、より深い理解をさせる。
3.問題を解く (発間4)
*実践1授業時に配布したプリントより問題を再度解かせ、自身の認識を確認
させる。
4.ダイヤグラムから見て取れるものと取れないものの認識 (発問5)
○ダイヤグラムを見て明確にわかるものはどれかな?
*距離と時間はダイヤグラムに明記されているため、それを読み取れているか
を確認する。
5.速さの算出方法 (発間6)
○どのようにすれば速さを求めることができますか?
6。 公式の復習 (発問6)
○「距離」「速さ」「時間」の算出する公式を思い出そう
○距離=速さ×時間
○時間=距離■速さ
○速さ=距離■時間
*もう一度公式を確認してもらい、ダイヤグラムの筋と結び付け、より理解を
深めさせる。
7.問題を全員で解き解答への導き (発問7-9)
○みんなで解いてみよう
○距離は何kmか?時刻は何時発何時着であるか?
○まずは分速を出し、そして時亥1を出そう。
④事後テスト
解説授業を通してどの程度速さ概念が理解されたかの確認をするため、事後
調査課題が用意された。この事後テストでは、ダイヤグラムを使いながらの条
件下なら、角翠説後「速さ」に関連する課題への解決がどこまで発展できるか、
どこまで解決に至らないかの情報を得る為に行われた。さらにダイヤグラムを
用いない条件でもどこまで解決へ発展しているかの情報も得られるような形式
にした。
テストの内容は、2つの質問と7つの課題から構成されていた。質問は、「質
問1.授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」及び「質問2.授業受講
後の数学の学びについての興味」の2つであった。課題は、間1(1)から(5)
の「距離・時間・速さの文章題解決課題 (ダイヤグラムあり)」 と、間2「速さ
に関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムなし)」 及び問3「分速・時
速の知識課題 (ダイヤグラムなし)」 の計7つであった。
なお、実践1及び実践2の調査同様、問題に関しては、どのように答えを出
したのかを知る為,被験者には事前に頭で計算したものも含め式と答えを記入
するよう指示している。また解答まで至らず,途中までの式であっても記入す
るよう指示をしている。
質問 1。「授業を受けて数学の「速さ」に関しての関心」の質問
この質問は解説授業後被験者の,数学の「速さ」に関しての関心の変容を確
かめるものである。事前テスト同様、被験者は5段階 (1.全く面白くない,
2.あまり面白くない, 3.どちらともいえない, 4.やや面白い, 5.とて
も面白い)より選ぶようになっている。
質問2.「授業を受けて数学の学びについての興味」の質問
この質問は解説授業後被験者の,数学の学びについての興味を確かめるもの
である。事前テス ト同様、被験者は5段階 (1.全く興味が湧かない, 2,あ
まり興味が湧かない, 3.どちらともいえない, 4.やや興味が湧く, 5.と
ても興味が湧く)より選ぶようになっている。
問1.「距離 。時間・速さの文章課題解決課題 (ダイヤグラムあり)」
(1)～(2)「時間・距離問題の知識」の課題 (ダイヤグラムあり)
この課題は、問題文を読み、時間及び距離について、ダウやグラムを手掛
かりにしながら、解答を導き出す課題であり、被験者の知識のありようを再
確認するものである。
被験者は、4間の問題文を読み、式及び解答を記入していくようになってい
る。なお、(1)①② (2)①②の4間は次のような大きく2つの課題群から
構成されている。
以下に、課題群の構成とその概要を示す。
時間に関する知識の調査課題 :時間課題 (ダイヤグラムあり)
(1)①:時間の読取と解答
(2)②:時間の計算と解答
距離に関する知識の調査課題 :距離課題 (ダイヤグラムあり)
(1)②:累計キロ読取と解答
(2)①:区間キロ読取と解答
(3)～(4)「速さに関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムあり)
この課題は、問題文を読み、速さをダイヤグラムを見ながら解答を出す課
題であり、被験者の知識のありようを再確認するものである。
被験者は、4間の問題文を読み、式及び解答を記入していくようになってい
る。なお、①が分速②が時速を問う発問形式になっており、①の分速を活用
a.
b.
する事で②の時速へと導けるような発間にした。また、ダイャグラムで見て
取ることも出来るが、問題文中にも距離・時間を明示している。課題の例を
Figure12に示す。
臨時「団らん列車」93号は、景色を楽しむ為、A駅からD駅の距離3 3km
を50分かけて走行します。一定の速さで走行しているとして、
①分速何kmですか?
〈式〉                     〈答え〉分速 km
②時速何kmですか?
〈式〉                    〈答え〉時速  km
Figure12 速さ課題 (ダイヤグラムあり)
(5)「速さに関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムあり&距離・
時間が明示なし)」
この課題は、問題文中に、距離・時間の明示がなく、ダイヤグラムより読
取、式及び解答を記入していくようになっている。なお、(3)～(4)同様
①が分速②が時速を問う発問形式になっており、①の分速を活用する事で②
の時速へと導けるような発間にした。
問2「速さに関する知識の調査課題 (ダイヤグラムなし)」
この課題は、問1では手掛かりに用いていたダイヤグラムを一切使用しな
い条件で、問題文を読み速さを求める課題である。なお、問1(3)～(5)
同様①が分速②が時速を問う発問形式になっており、①の分速を活用する事
で②の時速へと導けるような発間にした。               ｀
問3「分速・時速の知識課題 (ダイヤグラムなし)」
この分速・時速の知識課題は、先行研究にならつて、「速さの同一性」につ
いての理解を測定した課題である。この課題は、布施川・麻柄 (1989)を参
考に発間を作成した。使用した課題をFigure13に示す。
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i~稿 蓬 薄
~~~~~―
一 一 ― 一 ― ― ― ― 一 ― 一
一
|
1 海駅から山駅まで4.8 kmあります。この区間の列車での所要時間
|
|は12分間です。「夕1車の走行する速さ」を求めなさい。     |L_____――― ―――――――――――――――――――――¨ ―――――――――――――――――――――――――――――‐――――――――――――――――――――――J
上記の問題文を見て、aさんbさんcさんは次のような会話をしました。
aさん 。・ 。「列車の走行する速さ」だから「分速Okm」と言う答えでも
「時速Okm」って答えでもどちらでもいいね。
bさん 。・ 。「時速Okm」はおかしいよ !だって所要時間は 12分間だけ
でしょ。時速はわからないよ
cさん 。・・列車の所要時間で 「分速Okm」はおかしいよ !時速しか
わからないよ
問.ア～オの中で、あなたの考えに当てはまるものを一つ選び
○を付けなさい。
ア.aさんの意見 イ.bさんの意見 ウ。cさんの意見
工。わからない オ.その他 (理由:          )
Figure 13分速・時速の知識課題
第 3節 結果 と考察
(1)授業の様子
以下に授業の経過の概略を示す。授業実践記録全体は資料として本論文末尾に掲
載されているので参照していただきたい。
最初に実践1.の授業で速さ概念をどれくらい獲得できているかを確認するため
の授業場面の様子をFigure14に示す。
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1,前回みんなとダイヤグラムを作成した後に、ダイヤを見ながら問題を解いても
らいましたね。みんなどうでしたか?問題は解けましたか?(前回の事後テスト
を返却)
T  「はい。え―それではですね、え―と、どうでしたか?前回の問題は、特に
ねこのダイヤの問題を、皆さんに分かつてもらいたいなぁ～って、ダイヤ
から速さを読み取つてもらいたいなぁと思つてやったんですけど、ダイヤ
を見ながら問題を解いてもらいましたが、どうでしたか?問題解けました
か ?」
S  「まあまあ (笑)」 (ざわざわ話声)
T  「まあまあ?(笑)」
S  (個々にざわざわ話声)
T   「(笑)。 どう?解けた?」
S  「問題の意味が・・・」
T  「問題の意味理解できへんかった?なんで?」
Sl 「すれ違う。… って書いてしまいました。ちゃんと読んでなかった 。… 」
T  「あぁ～そんなことないよ (笑)」
「え―と、もう一回ねここ大事なところなんで、もう一回だけみんなで見直
そうと思います。」
Figure14 前回の授業理解確認
Figure14より、Slの発言の意味は実践1.の事後テスト問6。 (1)一①の課題に
おいて、13号と10号は何時にすれ違いますか?の「何時」を見落とし回答欄に「す
れ違う」と答えたため、この被験者は誤答になつた。そのことである。
次に鉄道ダイヤグラムの見方を復習している授業場をFigure15に示す。
2.(プリン トヽ 1を配布)ダイヤグラムの見方はわかりましたか?
・2つスジを見比べて、どちらの列車の方が速いかわかるかな?
T  「はい、で～ダイヤ上の筋を見て、列車の速さはわかりますか?」
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ざわざわ話声
「ダイヤの見方をもう一度言つておきますね、今配った方のプリントの、ダ
イヤを見てください。」
「ダイヤの列車の速さはわかりますか?ダイヤの筋だけを見て大丈夫です
か?11号と93号なら、0601くんどつちが速いですか?」
S  「11の方が速いです。」
T  「11号そうですね。なぜそう思いますか?」
Sl 「え―と。・・・・ |
T  「0603くんは93号のほうが速いと思う?」
S  「いや11号のほうが速いと思います。」
T  「パッと見てなぜそう思いますか?」
S2 「ダイヤの図のところで、傾きが、11号のほうがこうなってる」(手で急
であるジェスチャー)
「急やねんね。」
3.もう一度だけ復習しておきましょう。
・縦及び横の軸の知識獲得の確認
T  「もう一度だけ復習しておきますね。下りの起点駅が一番上に来るつていう
のは覚えていますか?このダイヤで言うと、A駅ですね。これが下りの起
点駅でしたね。で、距離は下向きにどんどん下向きにねAからB、Bから
C、
CからD、 その距離ですね。 ドンドン伸びていきますね。それから、時間
は右向きに増加していますよね?ここまで大丈夫みんな?」
S   「はい」
。累計キロと区間キロの再確認
T  「大丈夫。はい。で、距離が二種類載ってますよね。三種類見てください距
離のところ駅名の左側ですね。累計キロ数と区間キロ数つていうのがあり
ますけれども、累計キロというのは、A駅からB駅までの距離、A駅から
C駅、A駅からD駅つていう風に起点のA駅から、どんどん伸びていくキ
ロを累計距離数ですね。ですから、A駅から、B駅までやったら9キロや
T
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けど、A駅からC駅なら15キロ、A駅からD駅なら、33キロってこと
がわかりますね。それで、区間キロ数というのは、A駅からB駅が9キロ、
B駅とC駅が6キロって感じで各区間です。各区間じゃあ、0602さんC
駅とD駅の区間は何キロですか?」
「18キロ」
「そうですね。」
Figure15 ダイヤグラムの復習
Figure15より、Slは一見理解していないように授業記録からは読み取れるかもし
れないが、S2が解答しているとき同じように手を傾けて、動作をし「そうそう!!そ
れが言いたかつたんだ !」 と言 う「自分もわかつていたけど、先生へどう伝えていい
のかわからなかった」と言わんばかりの表情とジェスチャーでこちらを見ていた。
全体的な授業の雰囲気からは、スジの傾きが列車の速度の増減を表していることは
理解していると授業者には感じられた。また、累計キロや区間キロに関しても深く理
解に苦しんでいる被験者は見受けられず、今回の解説によってより深い理解に導けた
のではないかと推察した。
次に問題を復習を兼ねて一緒に解いていく授業場をFigure16に示す。
4.では、問題の (1)の①②と(2)の①をやってみましょう。
T
S
T
S
T
S
T
S
「出来ましたか?では、0604くん15号つていうのは何時発やつた?」
「13時10分」
「うんそやね。(ダイヤグラムを黒板に張りながら)ちょっと前見てくれる?
みんなのプリントとおんなじものです。大きいでしょ。これですね、はい、
これね、で、 10号つていうのは何時発 ?」
「13時20分」
「うん。どこ行き?」
「D駅から」
「うん。D駅から出発してるんやけど、どこまで行き?」
「A駅」
T  「そうA駅に向かつてやね。ってことで、これはすれ違いは・・・?何時に
すれ違いますか?っていう問題でしたね。じゃあ、そのままいいかな ?」
S    「はい。 13日寺30分」
T  「そうですね !色つけたらわかりやすかったと思いますね。 13時30分に
すれ違っているということですね。それでは～え～このすれ違ったところ
は、何駅と何駅の間ですか?っていうのも聞かれてますね。0605くん何駅
と何駅の間ですか ?」
S  「C駅とD駅」
T  「そうです、C駅とD駅の間ですね。そういうことですね。大丈夫ですね。
では、次に、え～当てはまる言葉を書きなさいってことなんですが、0606
くん、はい両方答えていただきましょう。ダイヤグラムでは、一本の線を
筋と言い、傾きが急なほどスピー ドが?」
S  「速い」
T  「傾きが緩やかな方がスピー ドが?」
S  「遅い」
T  「そうですね。ここまでも皆さん大丈夫ですか0608くんどう?」
S  「大丈夫です。」
Figure16 問題を一緒に解く
Figure16より、大きなダイヤグラムを黒板に掲示し、それを指し示しなが質問をし
ていき、被験者が解答をしていっているので、スムーズに答えていけている。
次に鉄道ダイヤグラムを使用しながら公式使つて解答を導くための方法の授業場を
Fiきure17に示す。
5。 では、このダイヤグラムを見て、数字化されていて、一日見ただけで明確にわ
かることは、「距離・時間・速さ」ではどれですか?
T  「一日見ただけで、明確にわかることは距離。時間・速さでは、どれですか?」
S  「距離」
Tl 「距離 !そうですね、パッと見~Cわかるね、で、A駅とB駅の間何キロ?ち
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なみに」
S2「9キロ」
T  「そうですねパッと見ただけでわかりますね。じゃあ、もう一つわかる?パ
ッと見ただけで」
S  「う～ん速さ・・・・時間 !|」
T  「そうですね。パッと見ただけでわかりますね。じゃあ、今 0609くんが言
つてくれた、速さはどう思いますか?パッと見ただけでわかる?これど
う?」
S  「わかんないです」
T  「うん。パッと見ただけでわかりますか?そういうことですね。」
6.では、速さはどうしたら明確に出すことが出来るでしょうか?
T   「距離と時間なんですが、どうしたら、速さは明確に出すことができます
か ?」
S3 「距離■時間の公式 |
T  「そ うですね、距離÷時間この公式やったの覚えてますか ?」
S   「はい」
T4 「もう一回、これを覚えておきましょう。距離÷時間ですね。これをするこ
とによって、速さが出るんでしたよね。ちな生l二距離±速さで、時間を出
すことができる。そして、速さ×時間で何出ると思う?|
S  「距離」
T  「そうですね。」
Figure17 距離 。時間 。速さの算出方法の復習
Figure17より、TlS2は念のためもう一度聞いてみた。しつかりと答えられてい
る。S3やT4でも復讐の公式であったため、実践2の被験者に見られたような聞いた
ことはあるが、覚えていないというような反応を示す被験者はいなかった。
次にみんなで問題を解いていく授業場をFigure18に示す。
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7.では、以前にもみんなにチャレンジしてもらった問題なんだけど、(2)の②
を復習と確認の為、もう一度みんなでやってみましょう。
。まず、距離は累計何キロですか?
T  「まずは、距離■時間で速さを出すんですが、距離わからないとだめですね、
距離何キロ?」
S  「33キロ」
T  「うん。ということは、まず、33キロ■時間ですね時間。」
。発車駅のA駅から、終着駅のD駅までの所要時間は何分かかりますか?
T  「うん。ということは、まず、33キロ÷時間ですね時間。何分走ったん?
0613さん何分走ってる?」
S  「15分」
T  「そうですね15分間です。
・距離3 3kmを15分で害1るので、1分間に進む距離で表した「速さ」、すなわち
分速が出ますね。分速は何kmですか?
T  「そうですね15分間です。これ言つてみたら33キロという距離を15分
で割つていくと,…そうですね15分で害1るということですね。じゃあ、
1分あたりは何キロ走ってるかつてことがわかりますね。では、0614くん
これ答えは?」
S  「2.2キロ」
Tl 「はい。2.2キロここまで大丈夫ですか?0608くん |
T3 「あつてるよ?」
S4 「いやぁ～聞かれてるの時速やから・・ :2,2つて時速ちゃうし言うていいの
かなぁって思って 。・・」
T  「なるほどそつかぁ～。でも今、0608くんが言つてくれたように、33■1
5ですね。距離33キロを15分で割ることによつて、1分間に進む距離
を表した速さです。すなわち、分速です。 1分間に 2.2キロ走りますね。
ということで、分速は?と聞かれると、2.2キロです。それでは2分間に
どれだけ進みますか?」
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(板書では線に15分の日盛りを書き、1分1分1分・・・2.2 km 2.2 km 2.2k■と書
く)
8。 1分間に2.2キロ進む事がわかったので、時速なら何kmなのかを出してみま
しょう。
。1分で2.2km、2分で4.4k m、3分で6.6k m。・・・・60分まで数えられま
せん !!どうしましょう?
T  「これ、時速にしようと思ったら、何分まで数えなあかんの?」
S  「60分」(クラスの笑声)
T  「そうですね。大変やね。そういう時はどうしますか ?」
S   「かける」
T  「そうですね2.2×60とういことで、では、0616くん答えをどうぞ」
S 「132キロ」
T  「そうですね132キロですね。60分で走る距離が132キロです。0617
くん60分は何日寺FHEですか ?」
S  「1時間」
9。 2.2×60=132k mが出ました。答えは時速 132k mですね。
・みなさん思い出しましたか?
T  「132キロというのは日寺速132キロということですね。次に13時20
分にA駅を発車した15号ですね。A駅からB駅までの時間は何分です
か ?」
S  「30分」
T  「そうですね30分ですね。 15号は時速何キロですか?という問題なんで
すが、この列車の続きを書いてみました。」
(ダイヤグラムを黒板に張る)
T  「みなさんの手元には30分までしかないと思うんですが、数字を書いてく
ださい。30分しか走ってないからわかりにくいと思つたんで、この列車、
1時間走らせました。では、③の問題解いてみましょう。まず、今やった
ようにA駅からB駅までの所要時間は30分ということですね。距離は何
キロですか?」
S  「33キロ」
T  「そうですね。では、この式はどうなりますか?」
S  「33■30」
T  「33■30やっていただいたらどうなりますか0619さん答えは?」
s   「1. 1」
T  「そうですね。この1.1って何の事やったっけ0620くん?」
S  「分速です。」
T  「そうですね。33キロを30分で割った時の1分あたりの距離をあらわし
たものが速さでしたから、1.1キロですねでは、 1分で1.1キロとい
うことは?0602さん2分なら?」
S   「はい、 2.2キロ」
T  「3分なら?」
S  「3.3キロ」
T  「4分ならつてやつていけませんので、どうするんやった?0603くん」
S  「60をかける」
T  「そうですね1.1×60を計算してください。60分は1時間でしたので
これで出たものが時速ですよね?じゃあ、0604くん時速は何キロです
か ?」
S  「66キロ」
T  「そ うですね。66キロですね。見てください !1時間進んだ時の距離は6
6キロですね。」
S  「おぉ (クラスの個々の声)」
T  「そうですね。わかりますか?皆さんの方にはないんですけどD駅から、同
じ傾きでずつと動いたところ何キロですか?って言われたら66キロなん
です。 1時間に進む距離を表したものが速さなんですね。それが時速なん
です。」
Figure18 解答への導き
Figure18より、まさに今回の実践で一番注目すべきやりとりがこのTl～S4であ
ると考える。「いやあ～聞かれてるの時速やから・・・2.2つて時速ちゃうし言 うてい
いのかなぁつて思って 。・・」とこの言葉こそが、分速や時速のつまずきであり、ま
さに換算が理解できていないことを表す言葉だと思う。被験者にとつて時速を聞かれ
ているのにまず分速を出す事が理解できていない、だからこそつまずき答えが導けな
い結果となっているのではないだろうか。秒速が「1秒間に進む距離の表した速さ」
であり、分速が「1分間に進む距離で表した速さ」で、同じく時速が「1時間に進む
距離で表した速さ」であることを理解させることと、速さを求めとる公式だけでなく、
公式を使つたうえでの計算の順序を理解させることで被験者の理解獲得につながる
のではと感じた。
(2)事後調査の結果について
まず、実践授業後の関心や興味の変容を知る為、実践1や実践2同様2つ質問を
行つた。
質問 1。「授業受講後の数学の「速さ」に関しての関心」の質問について
回答結果をTable33に示す。
Table33 質問1.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5. 平均
質問1 0人 1ノム｀ 2人 11人 6人 4.1
実践1での事後テス ト平均値は 3.55(SD=0.83)であつたが、実践3の解説授
業は4.1(SD=0,79)となっていた。あくまで参考として、実践1の事後テス トの
平均値を比較してみたところ、有意な差が見られた。(t=3.58 df=19 p<.01)
質問2.「授業を受けて数学の学びについての興味」の質問について
質問2.の回答結果をTable34に示す。
Table34 質問2.の回答段階と平均
5段階 1. 2. 3. 4. 5。 平均
質問2 0人 1人 4人 12人 3人 3.85
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実践1での事後テスト平均値は3.6(SD=0.68)であったが、実践3の角翠説授業
後は 3.85(SD=0.75)となっていた。あくまで参考として、実践1の事後テスト
と実践3の事後テストの平均値を比較してみたところ、有意な差は見られなかった
が、有意な傾向が見られた。(t=1.75 df=19 p<.10)
<事後テスト内容に関する課題について>
全問正答した被験者は12名、平均正答率は94.2%であった。以下に各間の
正答者数と正答率を示す。
問 1。「距離 。時間・速さの文章課題解決課題 (ダイヤグラムあり)」
(1)～(2)「時間・距離問題の知識」の課題 (ダイヤグラムあり)について
小問4課題で構成されていた時間。距離問題の知識課題の結果をTable35
に示す。
Table35 時間 。距離問題の知識課題 正答者数と正答率
設問番号 問 1 (1) 間 1 (2)
設問内容 時間・距離問題 (速さの明示あり)
小問 ①時間 ②距離 ①距離 ②時間
正答者数 20人 18人 16人 17人
正答率 100% 90% 80% 85%
どの発問も8割の正答率を上げる事が出来ている。(2)①の4名の誤答を見てみ
ると、ダイヤグラムから読み取るだけだと、式は全体の累計キロ33kmからA～B
駅間の9k皿の差を求めるものが正答なのだが、4名中1名は無回答であったが、3
名は、問題図1のダイヤグラム上のスジからB～D駅間の所要時間を読取り、それ
を分速2.2kmに掛けた為、24.2kmという解答となつた。本来の鉄道ダイヤグラム
では、停車時間や着発時間の明示もあり、綿密なスジが引かれており、もちろん距
離・時間・速さの計算上このような事は生じないのだが、今回のダイヤグラム図は、
より、明確にスジや距離。時間がわかりやすくするため、手を加えている所があり、
この様な回答を導いてしまう事になった。ただ、計算上は正答である為、この3名
を正答者とみなすと正答率は95%となる。
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(3)～(4)「速さに関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムあり)に
ついて
小間4課題で構成されていた速 さ問題の知識課題の結果をTable36に示す。
Table36 時間・距離問題の知識課題 正答童数と正答率
これまでの実践においては、有換算問題がネックであった為、実践3ではまず分
速を求め、次に時速を求めるというように、2つのステップに分けて換算がおこな
えるように留意して、教示を行つた。その結果、ダイヤグラムを手がかりにした条
件において、分速と時速ともに、ほぼ全員が速さに関して課題解決が可能となって
いた。
(5)「速さに関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムあり&距離・時間
が明示なし)」 について
距離や時間も問題文に明示せず、ダイヤグラムから読み取り解答した結果を
Table37も示す。
Table37 速さ (距離 。時間無明示)問題の課題 正答者数と正答率
設問番号 問1(5)
正答者数 19人 19人
正答率 95% 95%
ダイヤグラムを手掛かりにした条件下で、ほぼ全員が、ダイヤグラムから距離や
時間を適切に読み取つた上で速さを正確に導きだせていた。
問2「速さに関する知識の調査課題 :速さ課題 (ダイヤグラムなし)
実践1や実践2で実施したスタイルのダイヤグラムなしで、問題文のみで角卒答し
ていく課題の正答率をTable38に示す。
設問番号 問 1 (3) 間 1 (4)
設問内容 速さ問題 (距離 。時間が明示あり)
小問 ①分速 ②時速 ①分速 ②時速
正答者数 20人 19人 20人 19人
正答率 100% 95% 100% 95%
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Table38 ダイヤグラムなしの問題文の正答者数と正答率
設問番号 問 2
正答者数 20人 20人
正答率 100% 100%
これまでのアプローチがあったこともあり、全員がダイヤグラムがなく
題文を読んで速さを正しく導き出す事が出来ていた。
問3「分速・時速の知識」の課題について
Table39 分速・時速の知識課題の正答者数と正答率
とも、問
設問番号 問 3
正答者数 17人
正答率 85%
分速から時速へという換算操作を行う際に、速さの同一性、すなわち分速も時速
もいずれも速さという同一のものを表現したものであり、いずれの方法でも表現可
能であることについての理解は17名(85%)の学生ができていた。
正答率は8割以上と高い数値ではあつた。
ただし、実践1及び実践3の2回の授業後であることや、文章題の解決場面では
全員がダイヤグラムがなくとも、正しく速さを導きだせていたことを考慮すれば、
解説授業後も誤答だつた学生がなお 3名存在した事実は、非常に重要だと考えられ
る。
誤答者3名の内、工.わからない と答えた被験者が1名、ウ.cさんの意見 (列
車の所要時間で「分速Okm」はおかしいよ !時速しかわからないよ)に賛成と答え
た者が2名であつた。またこの3名はこの問3以外の課題においてはすべて正答して
いる。速さを出すための計算方法は理解していても、速さの本質を理解 していない。
それは、1名のわからないに誤答した被験者のわからなさがどこにあるのかは、わか
らないが、2名は「列車の速さ=時速」という頭があるのだろう。解説授業後に、ダ
イヤグラムを手がかりにしなくても速さに関して正しく課題解決できるようにはな
ったが、速さを換算する際に速さの同一性について理解できていないまま操作を行
つていたと推察できる学生が3名存在していたことが、明らかとなった。
以上このことから、(1)速さに関しての関心及び数学の学びについての興味につ
いてTable33及びTable34から解説を行う授業をした実践3によって、興味や関心
を持たせる事が出来たこと、(2)「距離 。時間・速さの文章解決課題 (ダイヤグラ
ムあり)」 のうち、速さ課題 (ダイヤグラムあり)については、Table36及びTable.37
より、正答率は高く、実践1のTable14の速さの文章題と比較をすると、本実験の
目的である、2つのステップに分けて換算がおこなえるよう留意して教示した事に
よる正答率の伸びがみられた。また、速さ課題 (ダイヤグラムなし)についても、
問題文を読んで速さを正しく導き出すことが出来ていたこと、(3)「分速・時速の
知識課題 (ダイヤグラムなし)」 については Table39より、実践1や実践3の授業
後ということもあるのかもしれないが、8割以上の正答率と高い数値となった。
これら (1)から (3)をふまえると、実践1と実践3の2回授業を受講した専
門学校生に対しては、若干名速さの同一性については理解できないまま課題解決を
する被験者がいるものの、ダイヤグラムを活用する事や公式を明示することに加え、
ネックである距離・時間・速さの文章題 (有換算)解決課題おいて、まず分速を求
め、次に時速を求める2つのステップに分けて換算を行う計算方法を教示する授業
プランで、授業後にはダイヤグラムの手掛かりがなくとも速さに関して、正しく課
題解決できるようになったと言えよう。
さらに振り返ると、実践3の被験者にとって「速さ」単元を再度振 り返る機会に
なり、改めて自己評価をする事ができる機会となり、こうした観点からも実践3の
実施が被験者にとって意味のあるものになったと言えよう。
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第5章 総括
本研究の目的は、高等教育機関である専門学校生での学び直しの機会を保障するため
の試みとして、専門学校生を対象に、 1.「速さ」に関するつまずきの実態を明らかに
する。2.「速さ」の公式提示のみならず、ダイャグラムという具体物との対応付けを行
うことで、距離・時間・速さの3者関係を明確にするような授業プランを開発する。3.
開発した授業プランを実践することで,「速さ」概念を,どの程度変容しうるのかについ
て明らかにすることの3点が目的であった。
まず、実践1では、 速さに関しての関心及び数学の学びについての興味については、
事前から事後に有意な傾向が見られた。また、無換算の課題については事前より正答率
が高かったが、距離・時間・速さの文章題解決課題の有換算の課題やダイヤグラムの知
識課題のダイヤグラムから時間距離を読み取り速さを算出する課題では、正答率が低く、
実践1の専門学校生に対してはダイヤグラムを活用して最後に公式を提示する授業プラ
ンでは、距離 。時間 。速さの3者関係の理解を深めることは不十分であり、事前に専門
学校生が有していた速さ概念の変容を促すことができたとは言えないと考えられた。
そこで、実践2では、実践1で行つた授業の反省点を踏まえ、ダイャグラムを用いて
読み方を教示し、実際にダイヤグラムを作成させる事に加え、「公式」を強調し、より
距離・時間。速さの関係性を図と公式との対応付けにより明確化させることで、「速さ」
概念を確立させることをねらいとした。
しかし、速さに関しての関心及び数学の学びについての興味について、公式を強調し
て教示した実践2によって、興味や関心を持たせる事は出来なかった。また、無換算の
課題については正答率が高く、有換算の距離に関する課題やダイヤグラムの知識課題の
一部についても、事後の正答率は高かった。しかし、時間及び速さに関する他の課題及
びダイヤグラムから読み取り計算をする課題では、実践2の授業後でも7割の正答率に
留まった。これから、公式を強調する工夫を行った実践2の授業プランによっても、速
さに関する文章題の解決を促進することはできなかった。このようなことから、実践3
では、実践1と実践2で行つた授業の反省点を踏まえ、実践1で開発した授業プランが、
専門学校生にとってどこがわかりにくかったのかを解説授業での彼らの発言と事後調査
によって明らかにすることをねらいとした。
結果、速さに関しての関心及び数学の学びについての興味について、解説を行う授業
をした実践3によって、実践1の授業よりも、速さに関する関心が有意に高まっていた
り、数学への興味が高まる傾向が見られたりした。また、速さ課題でダイヤグラムを使
用したものについては、95%以上と正答率が高かった。また、速さ課題でダイヤグラ
ムを使用しないものについても、問題文を読んで速さを正しく導き出すことが出来てい
た。さらに、速さの同一性の理解についても、実践1や実践3の授業後ということもあ
るのかもしれないが、8割以上の正答率と高い数値となった。速さの同一性については
理解できないまま課題解決をする被験者が若干名見られたものの、①ダイヤグラムを活
用し、②公式を明示することに加え、③まず分速を求め、次に時速を求める2つのステ
ップに分けて換算を行う計算方法を教示すること及び④速さの同一性について具体物で
確認させることを取り入れた授業プランにすると、授業後にはダイヤグラムの手掛かり
がなくとも速さに関して、専門学校生が正しく課題解決できるようになることが示唆さ
れた。
本研究の成果
専門学校生が「速さ」に関する学び直しをする際に、どのようなつまずきを見せるの
かを明らかにすることが本研究の目的のひとつであった。
実践1ではダイヤグラムを活用し、速さの文章題解決課題にりしませたが、速さの換算
が必要ない課題解決場面においては正答率も高かったものの、換算が必要な場面につい
ては、55%から65%程度しか正答出来ない実態が明らかになった。
実践2ではダイヤグラムの活用に公式を強調するという教示をしても正答出来ない実
態が明らかになった。それは、手掛かりになるはずのダイヤグラムを活用しているにも
関わらず換算がある場面での課題解決を促進することができなかった。これらから、専
門学校生にとって速さの文章題解決は必ずしも容易とは言えない実態であること、さら
にそのつまずきの原因のひとつとして、速さの換算操作が関係していることが想定され
ることが示された。
次に,専門学校生が速さに関する学び直しが行えるように、実践1では①ダイヤグラ
ムという具体物との対応づけを行い②公式を明示する授業プランを作成した。さらに実
践2では、公式を強調提示する工夫をおこなったが、いずれにおいても速さの課題解決
に有効とは言えなかった。そこで、実践1の授業を受けた被験者に実践3として角翠説授
業を行う事で、③まずは分速を求め、その後時速を求める2ステップに分けて換算を行
う計算方法を教示する事、及び④速さの同一性を具体物で確認させることを、上記①と
②の工夫に加えた授業プランが、専門学校生の速さ概念の変容に効果的であることが示
唆された。
小学5年生で学んでいる「速さ」を専門学校生に学び直させることは、実践1や実践
2から容易ではないことが明らかとなった。その一方で、実践3のような2ステップに分
けて速さの換算を行う計算方法を教示し、速さの同一性を具体物で確認させる工夫を行い
ながら、公式とともにダイヤグラムを活用すれば、速さに関する課題に手掛かりとなるダ
イヤグラムがある条件からダイヤグラムがない条件下においても問題解決が出来るように
なる事が示唆された。しかし同時に、専門学校生にとって速さの同一性に工夫をした実践
3の授業プランにおいて、文章題課題は解けるけれども速さの同一性が理解できないまま
の学生が少数ではあるが存在した事も発見された。
今後の課題
本実験では、専門学校生の速さの同一性に関する理解を測定する課題は、実践3の事後
テス トのみで行われたが、今後速さの概念を変容させることをねらいとした授業において
はまず、事前で速さの同一性に関する理解も測つておきたい知識である。そうすることに
より、問題解決は可能だが速さの同一性は理解していない学習者を事前に見つけることが
できるからである。後期高等教育での学び直しいわゆるリメディアル教育では問題が解決
できると速さの同一性の理解の有無は見落とされがちなこととなり得ると考えられるので、
先に取り入れることで課題を解決するだけでなく速さの同一性も理解させられる授業プラ
ンを開発 していきたいと考えている。
また、速さ概念の変容以外でも今後の専門学校生へのリメディアル教育では、同じよう
につまずきが予見される、例えば、時刻と時間の理解を目指した授業プランを開発してい
きたい。日寺刻と時間は速さと違い外延量ではあるが、例えば「3600秒=60分=1時
間」のように表記は違っても同一時間を表すものでありこうしたことを教示する授業プラ
ンにも取り組んでいきたいと考えている。
いずれも、本研究に取り組むことを通じて、今後自身が取り組む研究は、専門学校生ヘ
のリメディアル教育の実践研究を探究していくことだと考えている。
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Appendix l実践1実践2の事前テスト
学籍番号
。これは,以前みんなにお話ししましたが,小村が大学院で研究している中での研究調査の一つです。
・質問1.2.があり、その後PcD5題は間 1。 ～間7。 まで全部で10間あります。
・どんな風に答えを出したのかも知りたいので,頭で計算したものも含め,式と答えを記入して下さい。
途中で解らな<なつた問題でも,その所まで式を記入して下さい。
・個人の成績を問題にはいたしません。また,個人情報は厳重に管理いたします。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
質問 1。 あなたは今、数学の「速さ」について、どの程度「面白い」と思つていますか?
あてはまるものを一つ選び、記号に○をつけて下さい。|    |    |    |    |
1.全く面白<ない   2.あまり面白くない  3.どちらともいえない   4.やや面白い     5.とても面白い
質問2.普段一般教養数学やSPI対策の授業で数学を学んでいて、どの程度興味が湧きますか?
あてはまるものをひとつ選び、記号に○をつけて下さい。
|     |     |     |     |
1.全く興味が     2.あまり興味が    3.どちらともいえない   4.やや興味が湧<   5.とても興味が湧<
湧かない        湧かない
間1.次の単位を換算しなさい。
(1)秒速4kmは、時速1可km?         (2)45時間は、何分間?
く式〉                                                       〈式〉
〈答え〉                 〈答え〉
(3)時速1 44kmは、秒速何m?        (4)97200秒は、何時間?
〈式〉                                                       く式〉
〈答え〉                  〈答え〉
間2.山田さんは新幹線の乗務員です。本日は、時速2 8 7kmで走る新幹線に、30寺間乗務しました。
山田さんの乗務距離は何kmですか?
く式〉
〈答え〉
間3.田中<んは路面電車の運転士です。本日の運行は一定の速さで走行した場合、時速2 6kmで
5 2kmの距離を走行します。運行時間は何時間ですか?
〈式〉
〈答え〉
間4.鈴木さんと佐藤さんは青春18切符で2 8 0kmの距離を旅行しました。
9時に出発し14時まで列車に乗りました。一定の速さで走行した場合、速さは時速何キロですか?
〈式〉
く答え〉
間5.特急列車車掌の中丼<んは、明日分速800mで走る列車に2時間乗務する予定です。
中丼<んは何km乗務しますか?
〈式〉
〈答え〉
間6.A駅からB駅までは5952mあります。時速5。 7 6kmで一定の速さで走行した場合、
かかる時間は何分間ですか?
〈式〉
〈答え〉
間7.橋本<んと松本<んは、3 6 0kmの距離を列車で旅に出ます。所要時間は2時FB8です。
一定の速さで走行した場合、速さは分速何mですか?
〈式〉
〈答え〉
Appendix 2 実践1実践2の授業時配布プリント
学籍番号
別紙
1.次の時刻表をみて、ダイヤグラムを作成しましょう。
下り
101号 103号 105号
緑地 1300 1320 1330
公園前 1306 レ 1339
月艮音5 レ レ 1345
豊 中 1322 1336.301403
1ヒ事異 レ レ 1409
北大阪 1332 1344 1418
駿台 1340 1350 1430
上 り
200号 202号 204号
駿台 1400 1420 1430
北大阪 1408 1426 1442
ゴヒ事兵 レ レ 1451
豊 中 1418 1433.301457
月艮音5 レ レ 1515
公園前 1434 レ 1521
緑地 1440 1450 1530
2.次の問いに答えましょう。
(1)時速9okm/hで走る、101レが13:06に公園前駅を出発し、13:22に豊中駅に到着
しました。公園前駅一豊中間は何kmありますか?
式と答えを求めなさい。
(2)時速 120km/hで走る、103レが13:20に緑地駅を出発 しました。48km先の駅は何
という駅で、何時何分に到着 しますか?式と答えを求めなさい。
(3)駿台駅を14:30に出発した204レが北摂駅に14:51に到着しました。この列車は時
速何km/hで走ったでしょうか?また、駿台駅一北摂駅間は、何キロありますか?
Appendix 3 実践1 テキス ト
1.「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげてください。
2.次のものをはかるにはどんな単位を使つたらよいと思いますか?下記から選んでください。
1.50メー トル走のタイム
2.新幹線の速さ
3.自分の体重
4.淀り||の水の流れのはやさ
5.ペットボ トルに入つている飲料の量
6.荒嶋くんが1秒に走る距離
(秒速Om  tt  km  a  kg  ピ dl m  ha)
3.(1)あなたは時速60キロとか、時速100キロという言葉を聞いたことがありますか?
① 聞いたことがある。  ②聞いたことがない。
(2)時速60キロの自動車と、時速100キロの自動車では、どちらのスピー ドが
速いと思いますか
② 時速60キロの方  ②時速100キロの方
4.時速30k mで走り続けている自動車があります。このAB間(2km)を走っているときの
スピー ドと、CD間(10k m)を走っているときのスピー ドでは、どちらが速いでしょう。
5.ダイヤグラム (列車運行図表)つて知っていますか?聞いた事ありますか?
。どこで見かけますか?
。何のためにあると思いますか?
6.ダイヤグラムの中を見たことがありますか?
。何が書かれているのかな?
。たくさんの線や数字に意味があるのかな
。今まで似たようなものを見たことがありますか
7.ダイヤグラムとは
。ダイヤグラムとは、列車運行図表とも言いその名のとおり列車の運行状態を一枚の図に表した
もので、列車の種類・番号・行き違い 。退避 。通過その他列車の運行計画上必要な事項 (列車がいつ、
どこを走るか)力｀一日でわかるように作られているものです。
8.よく駅員さんが携帯しているダイヤグラムの一部 (抜粋)を見てみよう
・下りの起点駅が一番上にきます。
・ダイヤグラムの左側に駅名が載っています。
。今見ているダイヤで言うと「藤林駅」が下りの起点駅です。
・距離は下向き、時間は右向きに増加しています。
9。ダイヤの上を見ると13 1o20304050141o203040とあります。
。これは13時10分20分30分・・ 。という意味です。
10。たくさんの線が左上から右下に、また左下から右上に伸びています。
。この線を「スジ」と呼び、このスジが列車を表しています。
。赤いスジをたどっていくと加藤駅を過ぎ、小暮駅、馬場駅と通り終点の駿台駅へと伸びています。
・駿台駅には何時何分に到着していますか。
12.519レは下り列車だったので、次は上り列車も確認してみよう
。1330に駿台駅を発車する604レを見てみましょう。
・赤いスジをたどっていくと島本駅を過ぎ、藤原駅、馬場駅と通り終点の藤林駅へと伸びています。
・藤林駅には何時何分に到着していますか。
13.到着時刻に注目してみよう。
・駿台駅を1245に発車する6836レと1300に発車する802レはそれぞれ何時何分に馬場駅に
到着しますか?
。出発時間と到着時間を見てどんな違いがありますか?
14.ダイヤグラムを自分達で作成してみましょう
15.先ほど確認した通リダイヤグラムの左側に駅名が載っています。各駅名が書かれている下
の線はずっと右へ向かって伸びています。
・服部駅と豊中駅の間と、北大阪駅と駿台駅の間の幅はどうかな?
・左の表す数字と何か関係はあるかな?
16.同じく先ほど確認した通り13 1o20304050 … …161o203040 … … と進んで
います。線は下べ向かって伸びています。
。10～20.20～30それぞれの間の線は何本ありますか?
・何をあらわす線だったかな'
17.別紙の時刻表を見てみよう。
。いつもみんなが見ている時刻表と同様レは通過を表しています。
0本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なった時刻なのですが、今回は時間と
距離と速さの関係性をわかってもらうために時亥1表には発車到着と明記せず、時間のみを
記載しています。
。時刻表と同様レ点が多い列車 (103レ202レ)は特急を表します。(101レと200レ)は急行
列車とします。(105レと204レ)を普通列車とします。
18.ダイヤグラム作成してみよう。
。時亥1表に沿って、ダイヤグラムに列車 「スジ」を引きます。
19.間違いを防ぐために、まずは各時間に停車する駅名上に点を打つていきましょう。
。点と点を結んで一本の筋に完成させてください。
20.実際のダイヤとは若干違いがあります。
。本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なつた時刻なのですが、今回は時間と
距離と速さの関係性をわかってもらうために停車・発車時刻を分けずにスジを引いてもらいます。
0スジを見やすくするために、101レと200レは青色、103レと202レは赤色、105レと204レは黒色で
それぞれスジを引いてください。
21.作成したダイヤグラムを見てみましょう。
。105レは緑地駅に着くまでに何本の列車とすれ違うかな
。105レと200レ、105レと202レはそれぞれ何時何分にすれ違いますか
22.出発時刻と到着時亥1に注目してみよう。
。101レとlo3レはそれぞれ何分に緑地駅を出発していますか?
・101レと103レはそれぞれ何分に駿台駅に到着していますか?
。101レとlo3レの出発時刻と到着時刻にどのような違いがありますか?
・101レと103レ同様に202レと204レそれぞれの駿台駅緑地駅の発着時間を比べてみよう。
23.別紙2.の間をダイヤグラムを見ながら解いてみましょう。
(1)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよう。
(2)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよう。
24。(3)を解いてみよう。
。(3)の問題文でダイヤグラムで見て取れるものは何だろう?
・時間と距離がダイヤ上で見て取れたので、計算してみよう。
25.202レの速さも (3)同様に求めてみましょう。
。204レと202レのそれぞれの速さは時速何kmですか?
26.ダイヤグラムからも202レと204レの速さの違いを見て取れますか?
27.注目は、スジの傾き !!
・スジの傾き方で何がどのように違 うのかが分かりますか?
・傾きが急なほどスピー ドが「速い」ですね
。傾きが緩やかなほどスピー ドが「遅い」ですね
| |
28.「距離」「速さ」「時間」の算出する公式をおさらいしましょう。
・距離=速さ×時間
。時間=距離÷速さ
。速さ=距離■時間
Appendix 4 実践1 授業記録
T  「はい、え―それではですね―はじめさせていただきます。どうぞよろしくお願いいたしま―す。
では、え―と最初にですねちょっと皆さんに質問が、あるんですけれども―え―この前ちょっと
触れています、速さのお話なんですが、MTくんよろしいでしょうか～」
「はい。速さの単位ですね、速さの単位。MTくん速さの単位。うん。速さの単位って、どんなも
のがあると思いますか?知ってるだけ。なんでもいいよ。速さの単位言つてみてください。」
MT 「キ■」
T  「おお !!他は?」
S     「メ‐―トル」
T  「うんメー トル」
S  「ミリメー トル」
T  「こんだけ?」
S  「センチメー トル」
T  「IYくんどうぞ !もうない?もうない?じゃあですね～え―今から、ちょっとしたクイズを皆さ
んに出していきますので、挙手をしていただきたいと思います。見える～?後ろの人?はい、え
―秒速まあ、何メー トルですね。はい次秒、キロメー トル、じゃんじゃん張っていきますね～ あ、
これはね～、速さの単位だけじゃないですよデシリットルとかもありますから。」
「じゃあちょっと挙手で皆さんにお願いしたいと思うんですが、
今ここに 1.2.3.4.5.6.7.8.9。9種類の単位を用意しました。9個の単位を用意したのですが、では、
え～6個クイズ出しますね。」
「では、50m走のタイムはどの単位どんな単位を使つたらいいと思いますか?
50m走のタイム。行きますよこっちから順番に行きますよ。」
S  「ははははははは (笑い声やえぇぇぇわからん～などの楽しそうな個々の声)」
T  「はいでは、秒速何メー トルを使ったらいいと思う方。じゃあ秒。では、キロメー トル全員手あげ
てくれたね。わかりましたでは、次行きましょう。」
「新幹線の速さは?」
S  (笑い声や、ざわざわ個々に何かを言つている声)
T  「じやあ、メー トル。平方メー トル。どっかこの辺飛ばそか?みんな苦笑いやけどじゃあ、こっち
から行こか秒速何メー トルじゃあ、秒、じゃあ、キロメー トル、ちょっとそのまま手挙げといて、
はいありがとう。SRくんはどれやと思う?手挙げてなかったけど・・・。」
SR 「秒速・・・」
T  「はいありがとう。じゃあ次行きます。自分の体重これは?」
S  「笑い」
T  「はいこれ、じゃあ、これ、じゃあ、これ、じゃあ、これ、はいありがとう。」
「はいでは、次行きましょう。」
「淀川の水の流れる速さは?」
S  「えええぇ淀川かあ(笑)」 (笑い声や、ざわざわ個々に何かを言つている声)
T  「淀り||の水の流れる速さやで、じゃあ、行きますはい、これそのまま挙げといて」
「はい。 IAさんどれ ?」
IA 「メー トル」
T  「はい。ありがとう。次行きましょう。ペットボトルに入つている、飲み物の量、ペットボ トルに
入つている、飲み物の量です。じゃあ、行きます。」
「これ×5、 はいありがとうございます。はいじゃあ、最後にいきます」
「ASくんが、 1秒間に走る距離」
S  「おぉ～」
T  「陸上部のASくんが、1秒間に走る距離。では行きましょう。」
「これ、はいありがとうございます。はい、ではこれ、はいこちら、じゃあ、これ、これ×4、 は
いありがとうございます。はいありがとうございます。
ちなみにASくんは50m・・。」
「え???短距離じゃなかったん?種日はなんやったん高校のとき?」
「あら、長距離～長距離なの。あらそうだったの短距離じゃなかったんや。分かりました。では次
の質問にも皆さん答えてください。はいまたこれも挙手でお願いします。」
「え～皆さんは、時速60キロとか、時速100キロという言葉を、今までに聞いたことがありま
すか?では、無い方。みなさんありますか?では、次です。
時速60キロの自動車と、時速100キロの自動車ではどちらのほうがスピードが速いと思いま
すか?じゃあ、聞きます。日寺速60キロのほう。では、 100キロのほう。はい、ありがとうご
ざいます。では、次です。これはまた黒板に張りますので、挙手で上げていただければと思いま
す。」
「はいえ～口寺速30キロで走り続けている自動車があるとします。この自動車がA‐B間2キロなん
ですけれども、A‐B間を走っているときのスピードと、C‐B間10キロです。C‐B間を走ってい
るスピードでは、どちらが早いと思われますか?」
「では、手を挙げていただきましょう。はい、A‐B間のほうが早いと思う方、はい、ありがとうご
ざいます。では、C‐B間の方が早いと思う方～はい、ありがとうございます。では、どちらも同
じと思う方～はいありがとうございました。はいわかりました。」
「はい、ではですね～話が変わるんですけれども、皆さんダイヤグラムって聞いたことありますか?」
「はいダイヤグラムです、この6文字ですね、6文字で言いましたダィャグラム、日本語で言うと、
列車運行図表というものなんですが、聞いたことあったりとか、知っているという方は、手を挙
げてください。」
「聞いたことあるとか、知ってるつて方、知らなくていいですよ?はいありがとうございます。で
は、聞いたことある方にお聞きしますが、どこで見かけますか?」
「うん。」
S  「車掌が持つているやつ」
T  「あ～列車ん中ってことかな?」
S    「はい」
T   「ほかは ?」
S  「駅」
T  「駅。じゃあ、何のためにあると思いますか?」
S  「時刻の確認。」
T  「はい、わかりました。では、そのダイヤグラムの中身というものを、見たことがある人?読める
読めない関係なしでね見たことがあるという方～はい、ありがとうございます。では、HKくん、
何が書かれていましたか?」
HK 「線」
?
?
?
?
?
「ほお―線、線書かれているなぁ。」
「番号」
「番号うん。そのたくさんの線とか数字に、意味があると思いますか?何かあれば言つてください。
また、同じようなものを見たことありますか?」
「あのっ。・・数学の一次関数とか」
(さすがHK!!そんなんわからんし!!あはは)クラスの声
「おお !1同じようなもの数学の一次関数の線 !なるほど !」
「はい。ありがとうございます。ではダイヤグラムとは何かという説明をさせていただきます。ダ
イヤグラムというものはですね、列車の運行図表というものなんですけれども、列車がどんな風
な運行状態をしているかというものを 1枚の図に表したものなんですけれども、すれ違いや停車、
通過など表したものなんですけれども、運行上必要なことがひと日でわかるようにつくられてい
ます。」
「ではですね、これを実際に手にとって見てもらいたいと思いますので、今から配らせていただき
ます !!駿台本線駿台鉄道株式会社の運行図表です」
「うわぁ」
「それは皆さんに差し上げますので書いていただいても大丈夫です」
「やったぁ」(「俺の名前ある」などとワイワィの声)
「はい、聞いてください。これは、実際の駅員さんが持っているものの下部抜粋したものですけれ
ども、みんなで見ていきましょう。下りの起点駅は始まるということですね一番上に来ています
左側を見てください、駿台鉄道列車運行図表と書いてある左側ですね。グラフ上の左側です。ダ
イヤグラムの左側に駅名が描かれています。今皆さんが見ていただいているダイヤで言うと、藤
林駅ありますか?藤林駅が下りの起点駅となります。で距離は下向きに、時間は右向きに増加し
ていきます。もう一度言いますね。距離は下向きに時間は右向きに増加していきま
す。では、ダイヤの上を見てください。ダイヤの上を見ると、121020304050、131 203040
50 、 141020304050これは、 12日寺1020304050分という意味です。」
「たくさんの線が、左から上に、また左下から右上に伸びていますね。
この一つ一つの線を筋と呼んでこの筋が列車を表します。では皆さんで一つの筋をたどってみた
いと思います。13:15に藤林駅を発車する 519という列車を指してください。隣同士同じものを
指しているか確認し合つてください赤色の線です。」
(わいわいガヤガヤと学生の様子)
「13:15に藤林駅を出発する赤色の線。筋と言いますね赤い筋ですよ～ありますか 13:15藤林駅を
出発している赤い筋を右手でおさえていただきながら、左手で駅名を抑えていきながら進んでい
きたいと思います。ではこの 13:15に出発した列車ですね、藤林駅の次が、相原駅、東駅と続い
ていますが、加藤駅と言うところはないですか?9番目の駅ですね。この線のところまでおりて
行きましょう。おりましたか?はい、そこを過ぎましてどんどん行っていましょう。中尾駅とい
う駅を通り越して木暮駅を通り越して、馬場駅がないですか?ない方はお隣に聞いてください6
ありましたか?そこから急激に線が少なくなります。が、まだ続いていますね。赤い線をずっと
筋を辿って行きましょう。ずつと辿って行くと終点の駿台に到着しますよね。では終点駿台には
何時何分に到着しますか?」
「14時13分」
S
S
T
S
T
S
T
S
T
S
T  「そうですね。14時13分の到着ですね。ということでこの519列車は 13:15に藤林駅を出発 しず
つと辿って行くと、終点の駿台に14時13分に到着しますよ。ということが一つの筋でわかりま
した。では今、この519列車っていうのは下り列車でしたので、次は上りも一緒に確認したいと
思います。では、13:30に駿台を発車する、604列車というのを見てください。13:30に駿台
を発車する、604列車というのを見てください。ありましたか?ない方はお隣同士確認してくだ
さい。」
「はい。それではまた、この赤い筋をたどっていきますと、島本駅を過ぎて、はい。馬場駅を過ぎ
て、赤い筋を見失わないようにずっと上っていきますと、 ITくん。終点の藤林駅には何時何分
に到着しますか?」
IT 「14時☆☆」
T  「そうですね。14:28分。その通りです。ではですね、この、到着時刻というものに注目していた
だきたいのですが、もう一度駿台駅に戻つてください。駿台駅を、12:45に発車する、6886列
車というものを見てください。これと、13:00に出発する802列車見てください。ありますか?
ではこの二つの列車。12:45に発車する、6836列車と13:00に出発する802列車それぞれ何
時何分に、馬場駅に到着しますか?それぞれ何時何分に、NKちゃん6836列車は何時何分に、到
着しますか?
NK 「☆☆」
T  「そうですね。21分か22分の間くらいですね。その通りです。では、 IKくん、
802列車は何時何分に、到着しますか?」
IK 「☆☆」
T  「そうですね。13:27に到着してます。これ出発時間と、到着時間を見て、どんな違いがあります
か?ちょっとお隣同士で言い合ってみて下さい」
S  「あはは」(色々 話をしているクラスの声)
T  「どんな違いがありますか?」
S  「☆☆☆」(個々 にTに考えを言つている声)
T  「どんな違いがありましたか?」
S  「出発の時のスジの幅と馬場駅の幅が違 う」
T  「なるほど、なぜそれはそう☆☆☆ ?」
S  「☆☆☆だから速さが違 う☆☆☆」
T  「なるほど、わかりました。ではですね、このダイヤグラムを皆さんに作つていただこうかと思い
ます。はい。」
T  「作るって(笑)」 (指令やんとかそれで定規長いのいるん等楽しそうなクラスの声)
白紙のダイヤグラムが酉己布される。
T  「では、今お配りしたダイヤグラムを見て頂けますか?先ほど確認した駿台本線駿台鉄道ダイヤグ
ラムと同じように、左側に駅路が載っています。で、各駅名が書かれている線はずっと、右側に
伸びてますね。で、服部駅と豊中駅の間と北大阪駅と駿台駅の間はどうですか?
S  「☆☆」
T  「なるほど。他には」
S  「幅の違い」
T  「なるほど。幅が距離を表してるんですね。で、同じく上を見てください。先ほど確認したように、
131020304050と進んでいます。で、131020304050線はずっと下に行くんですけど、これ
は何をあらわす線でしたか?NNさん」
NN 「時間」
T  「そうですね。時間を表す線でしたね。ではですね、今から時刻表をお配 りしますので、この時刻
表を見て、ダイヤを作つてくださ～い。」
「運行指令長になったつもりで作つてください(笑)」
S  (学生たちのガヤガヤ声)
時刻が載った別紙プリントが配布される。
T  「後ろで調整して。ちょつと待ってくださいね。はい、別紙の方には学籍番号をお願いします。い
つもみんなが見ている時刻表と同じくレ点が通過をあらわしています。本来は到着時亥1と発車時
刻があるんですね。当たり前ですが、レ点が通過
を表しているんですが、今回は時間と距離と速さの関係性をわかってもらうために、今回は到着
時亥1と発車時亥Jを明記していません。時間のみを書いています。時亥1表と一緒で、レ点が多い列
車というのは、特急をあらわしています。103号とか202号ですね。特急列車をあらわしていま
す。」
「101号と200号は急行列車です。105号と204号は全部止まってますので、普通電車にします。
ではダイヤグラムを作成していきますので、時刻表に沿つてダイヤグラムに筋を引いていただき
ます。で、間違いを防ぐためにですね、まずは各時間の停車する駅名の上に、鉛筆で点を打つて
行つてください。最後に線を引いていきますので、お隣同士一緒に見ながら進めてください。で
はどうぞ。」
S  (作成中)
T  「途中途中で、お隣同士確認しあつてくださいね。」
S  (作成中)
T  「お隣同士確認しあつてくださいよ。」
S  (作成中)
T  「できたかた～?もうちょつと待ちます。もう一度言いますね。今回は時間と距離と速さの関係性
をわかってもらうために、今回は到着時刻と発車時亥1明記しておりません。時間のみを書いてい
ます。」
「あら、もうそろそろ線引ける?じゃあ、101号と200号は青色で、103号と202号は赤色で、105
号と204号は黒色でそれぞれ線を引いてください。101号と200号は青色で、103号と202号は
赤色で、105号と204号は黒色でそれぞれ線を引いてください。お隣同士確認しあってください
オa。」
S  (作成中)
T  「列車番号とか書いていただいたら、カッコいいですね(笑)」
S  (作成中)
T  「それでは、そのまま続けさせていただきます。作成したダイヤグラムを見てください。105列車
に注目してください。105列車は緑地駅に着くまで、何本の列車とすれ違いますか?SRくん 105
列車は緑地駅に着くまで、何本の列車とすれ違いますか ?」
S  「はい、2本です。」
T  「そうですね。 2本すれ違います。では、105夕J車と200列車は、YTくん、何時何分にすれ違い
ますか?lo5列畔二と200タリ車は、 何日寺何分にすれ〕菫いますか?」
YT 「☆☆12分」
T  「はい、14:12みなさんどうですか?すれ違ってるところ、いけますか?lo5列車と202列車なら
どうですか?☆☆くん」
S  「☆☆」
T  「そうですね。みなさん大丈夫ですか?いけてますか?はいでは、出発時刻と到着時刻に注目して
ください。101号と103号はそれぞれ何分に緑地駅を出発していますか?YMさん」
S  「0分と20分です」
T  「はいそうですね。では、101号と103号はそれぞれ何分に駿台駅を到着していますか?☆☆くん。
S  「☆☆☆」
T  「はいそうですね。では101号と103号の出発時刻と到着時刻にはどのような違いがありますか?
また、お隣同士で相談してください。じゃあ、KTくんどんな違いだと思ますか ?」
KT 「走るスピー ド??あれ ?」
T  「うん。いいよ。なるほど、では同じく202号と204号でしたらどうですか?KRくんいかがです
か ?」
KR 「出発は20分違いますが、到着は10分に縮まってる」
T  「そうですね～では、それぞれの違いを見ていただいたんですけども、このダイヤグラムを見なが
ら別紙の問題2を見ていただきましょう。問2の(1)ですね。ダイヤグラムを見ながら解いて
いただきたいと思います。(1)みんなで一緒に解いていきたいと思います。時速90キロで走る、
101号が13:06に公園前駅を出発し、13:22に豊中駅に到着しました。公園前駅～豊中駅まで
は何キロありますか?という問題です。ダイヤグラムを見ただけでの答えはMSくん答え何キロ
ですか?」
MS 「24キロ」
T  「24キロSRくん同じ答えですか?」
SR  「はい。」
T  「ダイヤグラムだけを見てどこでわかったんですか ?」
S  「累計キロ」
T  「なるほど。わかりました。ダイヤグラム上でこうsじょて答えはあるんですが、この答えと一致
するような式を出して答えて見てください」
S  (計算中)
T  「はい、出来ましたでしょうか?では次に (2)を一緒にやっていきましょう。時速 120キロで走
る103号は13:20に緑地駅を出発しました。48キロメー トル先の駅は何という駅で、何時何分
に到着しますか?
S  (計算中)
T  「では48キロ先の駅は何という名前ですか?」
S  「☆☆駅」
T  「それはどうやってだしましたか?」
S  「累計キロ」
T  「そうですね。わかりました。ではIAさん何時何分に到着ですか ?」
IA   「13:44」
T  「13:44そうですね。では、これを式で今度は求めてください。」
S  (計算中)
T  「はい、それではですね (3)を見てください。駿台駅を14:30に出発した204号が、北摂駅に
14:51に至 着しました。この列車は時速何キロで走ったでしょうか?また、駿台駅～北摂駅間は
何キロありますか?ではどうぞ」
S  (計算中)
T  「この問題でダイヤグラム上から読み取れるのは、なんでしょうねIAさん引き続きで、ダイヤ上
でわかることは?」
IA 「距離」
T  「距離いいですよ～。YTくん他何かある?」
YT 「時間」
T  「時間 !うん。時間と距離が分かりましたので、計算できますね。」
S  (計算中)
T  「解けた方は204号と202号の速さですね。これもそれぞれ時速何キロかを計算してみてください。
はい。ありがとうございます。もう一度ダイヤの方を見ていたきまして、作成したダイヤを見て
ください。注目していただきたいのは筋の傾きなんですね。筋の傾きで、なにが違うのかという
ことは今見てきた中で、わかつていただけたかと思います。STくん、筋の傾きで何が変わりま
すか?」
ST 「速度」
T  「そうですね。傾きが急なほど、スピー ドはNKくんどうでしょう
NK 「速い」
T  「そうですね。傾きが緩やかなほど。・・スピー ドは☆☆くんどうでしょう」
S  「遅い」
T  「そうですね。傾きが急なほど、スピー ドが速く、傾きが急なほど、スピー ドが遅いということが
分かりました。今回は時間と距離と速さの関係性をわかってもらうために、ダイヤグラムを使つ
て授業を受けてもらいましたが、最後にもう一つだけ距離・速さ。時間のおさらいですね、して
おきます。」
「まず、距離を出すためには速さ×時間ですね。」
「そして、時間を出すためには、距離÷速さですね。」
「そして、速さを出すためには、距離÷時間ですね。」
「距離を出すためには速さ×時間ですね。そして、時間を出すためには、距離÷速さですね。そし
て、速さを出すためには、距離■時間ですね。そしてダイヤグラムというのは距離・速さ・時間
が書かれているということが分かつていただいたと思います。」
「では、別紙の方だけ集めさせていただきます。ので、後ろから送ってください。」
Appendix 5 実践1 事後テス ト
学籍番号
。この度は研究授業を受講いただきありがとうございました。
・質問1.2.があり、その後問題は間 1。 ～間6。 まで全部で25間あります。
・計算をする間では、どんな風に答えを出したのかも知りたいので,頭で計算したものも含め,式と答え
を記入して下さい。途中で解らな<なつた問題でも,その所まで式を記入して下さい。
・1塾虹彊刻貞劉蔓型日JハL堕童Lれ蟻また,個人情報は厳重に管理いたします。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
質問1。 あなたは今回の研究授業を受け、数学の「速さ」について、どの程度「面白い」と
思つていますか?あてはまるものを一つ選び、記号に○をつけて下さい。|    |    |    |    |
1.全く面白くない   2.あまり面白<ない  3.どちらともいえない   4.やや面白い     5とても面白い
質問2.あなたは今回の研究授業を受講して、一般教養数学やSPI対策の授業で数学を学6ヽことに
どの程度、興味が湧きますか?あてはまるものをひとつ選び、記号に○をつけて下さい。
|    |    |    |    |
1.全<興味が     2.あまり興味が    3.どちらともいえない   4.やや興味が湧<   5とても興味が湧く
湧かない        湧かない
間1.次のものをはかるには下記のどの単位が使用できますか?下記から選び答えなさい。
(1)ディーゼル機関車の燃料タンクに入る燃料の量  (      )
(2)大阪駅から神戸駅までの所要時間        (      )
(3)りニア新幹線の速さ              (      )
(4)特急車両の重量                (      )
(5)□―プウェイの□―プの長さ          (      )
(6)ケープルカーの速さ              (      )
<単位>
秒速Om  tt  t  a  kg  ピ  l m  ha
間2.次の問いの正しいものに○を付けなさい。
時速30 kmで走り続けている電車があります。この電車がAB間(2km)を走行している時のスピ
ードと、CD間(10km)を走つている時のスピードでは、どちらが速いでしょう。
OAB間(2km)    OCD間(1 0km)    ○どちらも同じ
間3.次の単位を換算しなさい。
(1)秒速1 lkmは、時速何km?         (2)135時間は、何分間?
〈式〉                                                          〈式〉
く答え〉                   〈答え〉
(3)時速2 8 7kmは、秒速何m?          (4)39175秒は、何時間?
〈
=ヽ
〉                                                       く≡ミ〉
〈答え〉                   く答え〉
間4。 次の問いに答えなさい。
(1)保線を担当している佐藤さんは、毎分2.6mの速さで線路点検を行います。
45分間点検をし続けた時、点検した距離は何mですか?
〈式〉
〈答え〉
(2)毎分341mの速さで走るケーブルカーで山上まで4774mの距離を走行した時の所要時間は
何分間ですか?
〈式〉
く答え〉
(3)石田君と川本君は、周遊きっぷを購入し、1 040kmの距離を旅行しました。
移動するのに使つた時間はトータル8時間でした。
一定の速さで移動した場合の速さは時速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉
間5。 次のF・5いに答えなさい。
(1)南君は運転士訓練生です。本日の訓練では分速375mの速さで3時間乗務訓練を受けました。
訓練距離は何kmですか?
〈式〉
く笞え〉
(2)車掌の岡本君は毎秒10mの速さで走る列車で1 44km乗務しました。
乗務時間は何分間ですか?
〈式〉
〈答え〉
(3)西川君と北川君は観光 トロッコ列車に乗りました。全長1 4kmの距離を30分FB5乗車し、
四季折々の景観を楽しめます。一定の速さで走行しているとして、時速何kmの速さで走行
していますか?
く式〉
〈答え〉
間6.次の時亥」表とダイヤグラムを見て問いに答えなさい。
列車 11ザ計 13号 10号
A駅 1300 1310 1350
B駅 レ 1318 1342
C駅 レ 1324 1386
D駅 1315 1340 1320
※本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なった時刻なのですが、
ここでは停車・発車時亥1を分けずにスジを引いて下さい。
ダイヤグラムを作成しましょう
A駅
(1)上記のダイヤグラムを見て答えなさい。
①ll号と10号は何時にすれ違いますか?
②①ですれ違ったのは何駅と何駅の間ですか?
(2)次に「 」にあてはまる適切な言葉を下記から選び記入しなさい。
①ダイヤグラムでは一本の線をスジと言い、傾きが急なほどスピードが「α.
傾きが緩やかなほどスピードが「β。 」。
速い  遅い  停車  同じ  一定
②13時にA駅を発車する11号は時速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉
兵庫教育大学大学院
学校教育研究科 人間発達専攻
小村 直子
ご協力ありがとうございました。
Appendix 6 実践2 テキス ト
1,「速さ」の単位ってどんなものがあると思いますか?知っているだけあげてください。
2.次のものをはかるにはどんな単位を使ったらよいと思いますか?下記から選んでください。
1.50メー トル走のタイム
2.新幹線の速さ
3.自分の体重
4.淀川の水の流れのはやさ
5.ペットボ トルに入つている飲料の量
6.木本くんが1秒に走る距離
(秒速Om  tt  km  a  kg  ピ dl m  ha)
3.(1)あなたは時速60キロとか、時速100キロという言葉を聞いたことがありますか?
① 聞いたことがある。  ②聞いたことがない。
(2)時速60キロの自動車と、時速100キロの自動車では、どちらのスピー ドが
速いと思いますか
② 日寺速60キロの方  ②時速100キロの方
4。時速 30k mで走り続けている自動車があります。このAB間(2km)を走っているときの
スピー ドと、CD間(10k m)を走っているときのスピー ドでは、どちらが速いでしょう。
5,もう一度言いますね。.時速が30k mで走り続けている自動車です。時速30k mで走り続け
ている自動車があります。このAB間(2km)を走っているときのスピー ドと、CD間(10
km)を走っているときのスピー ドでは、どちらが速いでしょう。
6。みなさんは小学生の時に「速さ」を求める時の式 (公式)を習ったことを覚えていますか?
・知っている → どんな公式だったかな?
。「距離」や 「時間」の公式も覚えていますか?
7.おさらいをしておきましょう。
。「距離」■「時間」=「速さ」
。「距離」÷「速さ」=「時間」
。「速さ」×「時間」=「距離」
8.ダイヤグラム (列車運行図表)って知っていますか?聞いた事ありますか?
。どこで見かけますか?
。何のためにあると思いますか?
9.ダイヤグラムの中を見たことがありますか?
。何が書かれているのかな?
。たくさんの線や数字に意味があるのかな
・今まで似たようなものを見たことがありますか
もので、列車の種類・番号・行き違い 。退避・通過その他列車の運行計画上必要な事項 (列車がいつ、
どこを走るか)力ヽ一日でわかるように作られているものです。
°ドツの起息駅か一番上にきます。
・ダイヤグラムの左側に駅名が載っています。
。今見ているダイヤで言うと「藤林駅」が下りの起点駅です。
・距離は下向き、時間は右向きに増加しています。
・ 。という意味です。
このスジが列車を表しています。
10.ダイャグラムとは
ダイヤグラムとは、列車運行図表とも言いその名のとおり列車の運行状態を一枚の図に表 した
11.よく駅員さんが携帯しているダイヤグラムの一部 (抜粋)を見てみよう
下り 点 が
12.ダイヤの上を見ると13 1o20304050141o203040とあります。
13時10分20分30分・
13.たくさんの線が左上から右下に、また左下から右上に伸びています。
14.みんなで一っの「スジ」をたどってみましょう
。1315に藤林駅を発車する519レを見てみよう。
・赤いスジをたどってぃくと加藤駅を過ぎ、小暮駅、
・駿台駅には何時何分に到着していますか。
馬場駅と通り終点の駿台駅へと伸びています。
15.519レは下り列車だったので、次は上り列車も確認してみよう
。1330に駿台駅を発車する604レを見てみましょう。
・赤いスジをたどってぃくと島本駅を過ぎ、藤原駅、
。藤林駅には何時何分に到着していますか。
馬場駅と通り終点の藤林駅へと伸びています。
・骰台駅を1245に発車する6886レと1300に発車する802レはそれぞれ何時何分に馬場駅に
到着しますか?
。出発時間と到着時間を見てどんな違いがありますか?
16。到着時亥1に注目してみよう。
駿
17.ダイヤグラムを自分達で作成してみましょう
18.先ほど確認した通リダイヤグラムの左側に駅名が載っています。各駅名が書かれている下
の線はずっと右へ向かつて伸びています。
・服部駅と豊中駅の間と、北大阪駅と駿台駅の間の幅はどうかな?
。左の表す数字と何か関係はあるかな?
19.同じく先ほど確認した通り13 1o20304050 …・・161o203040 … … と進んで
います。線は下へ向かつて伸びています。
。10～20.20～30それぞれの間の線は何本ありますか?
。何をあらわす線だったかな?
20。別紙の時刻表を見てみよう。
。いつもみんなが見ている時刻表と同様レは通過を表しています。
・本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なつた時刻なのですが、今回は時間と
距離と速さの関係性をわかってもらうために時亥1表には発車到着と明記せず、時間のみを記載していま
す。
・時刻表と同様 レ点が多い列車 (103レ202レ)は特急を表します。(101レと200レ)は急行列車としま
す。(105レと204レ)を普通列車とします。
21.ダイヤグラム作成してみよう。
・時刻表に沿つて、ダイヤグラムに列車 「スジ」を引きます。
22.間違いを防ぐために、まずは各時間に停車する駅名上に点を打っていきましょう。
。点と点を結んで一本の筋に完成させてください。
23。実際のダイヤとは若干違いがあります。
。本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なつた時亥1なのですが、今回は時間と
距離と速さの関係性をわかつてもらうために停車 。発車時刻を分けずにスジを引いてもらいます。
・スジを見やすくするために、101レと200レは青色、103レと202レは赤色、105レと204レは黒色で
それぞれスジを引いてください。
24.作成したダイヤグラムを見てみましょう。
・105レは緑地駅に着くまでに何本の列車とすれ違うかな
。105レと200レ、 105レと202レはそれぞれ何時鴨分にすれ違いますか
25.出発時亥1と至1着時刻に注目してみよう。
。101レと103レはそれぞれ何分に緑地駅を出発していますか?
。101レと103レはそれぞれ何分に駿台駅に到着していますか?
。101レと103レの出発時刻と到着時刻にどのような違いがありますか?
・101レと103レ同様に202レと204レそれぞれの駿台駅緑地駅の発着時間を比べてみよう。
26.別紙2.の間をダイヤグラムを見ながら角れ てヽみましょう。
(1)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよう。
(2)はダイヤグラム上に答えがありますが、この答えと一致する式を立ててみよう。
27.(3)を解いてみよう。
。(3)の問題文でダイヤグラムで見て取れるものは何だろう?
。時間と距離がダイヤ上で見て取れたので、計算してみよう。
28.202レの速さも (3)同様に求めてみましょう。
・204レと202レのそれぞれの速さは時速何kmですか?
29.ダイヤグラムからも202レと204レの速さの違いを見て取れますか?
。202レと204レの速さも出してみましょう。
・スジの傾き方で何がどのように違 うのかが分かりますか?
・傾きが急なほどスピー ドが「速い」ですね
。傾きが緩やかなほどスピー ドが「遅い」ですね
31.最後にもう一度「距離」「速さ」「時間」の算出する公式をおさらいしましょう。
。「距離」÷「時間」=「速さ」
。「距離」÷「速さ」=「時間」
。「速さ」÷「時間」=「距離」
Appendix 7 実践2 事後テス ト
学籍番署
。この度は研究授業を受講いただきありがとうございました。
・質Po5 1. 2.があり、その後問題は間1.～間6。 まで全部で25間あります。
・計算をする間では、どんな風に答えを出したのかも知りたいので,頭で計算したものも含め,式と答え
を記入して下さい。途中で解らなくなった問題でも,その所まで式を記入して下さい。
・1塾昼塾刻貞笙耐型ココ出LL童量ム性また,個人情報は厳重に管理いたします。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
質問1。 あなたは今回の研究授業を受け、数学の「速さ」について、どの程度「面白い」と
思っていますか?あてはまるものを一つ選び、記号に○をつけて下さい。|     |     |     |     |
1全く面白くない   2.あまり面白くない  3.どちらともいえない   4.やや面白い     5.とても面白い
質問2。 あなたは今回の研究授業を受講して、一般教養数学やSPI対策の授業で数学を学Sことに
どの程度、興味が湧きますか?あてはまるものをひとつ選び、記号に○をつけて下さい。
|    |    |    |    |
1全<興味が     2.あまり興味が    3.どちらともいえない   4.やや興味が湧<   5.とても興味が湧<
湧かない        湧かない
問1.次のものをはかるには下記のどの単位が使用できますか?下記から選び答えなさい。
(1)ディーゼル機関車の燃料タンクに入る燃料の量  (      )
(2)大阪駅から神戸駅までの所要時間        (      )
(3)りニア新幹線の速さ              (      )
(4)特急車両の重量                (      )
(5)□―プウェイの□―プの長さ          (      )
(6)ケープルカーの速さ              (      )
<単位>
秒速Om  tt  t  a  kg  ピ  l m  ha
間2.次の問いの正しいものに○を付けなさい。
時速30 kmで走り続けている電車があります。この電車がAB間(2km)を走行している時のスピ
ードと、CD FB5(10km)を走っている時のスピードでは、どちらが速いでしょう。
OAB間(2km)    OCD間(1 0km)    ○どちらも同じ
間3.次の単位を換算しなさい。
(1)秒速1 lkmは、時速イ可km?
〈式〉
(3)時速2 8 8kmは、秒速何m?
く式〉
(2)135時間は、1可分間?
〈式〉
〈答え〉                   〈答え〉
(4)57600秒は、何時間?
く式〉
く答え〉 〈答え〉
間4。 次の問いに答えなさい。
(1)保線を担当している佐藤さんは、毎分2.6mの速さで線路点検を行います。
45分間点検をし続けた時、点検した距離は何mですか?
〈式〉
く答え〉
(2)毎分341mの速さで走るケーブルカーで山上まで4774mの距離を走行した0寺の所要時間は
何分間ですか?
〈式〉
〈答え〉
(3)石田君と川本君は、周遊きっぶを購入し、1 040kmの距離を旅行しました。
移動するのに使った時間はトータル8時間でした。
一定の速さで移動した場合の速さは0寺速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉
間5。 次のPcD3いに答えなさい。
(1)南君は運転士訓練生です。本日の訓練では分速350mの速さで3時間乗務訓練を受けました。
訓練距離は何kmですか?
〈式〉
〈答え〉
(2)車掌の岡本君は毎秒10mの速さで走る列車で総合計距離1 44kmを乗務しました。
乗務時間は何分間ですか?
く式〉
〈答え〉
(3)西川君と北川君は観光 トロッコ列車に乗りました。全長の距離が1 4km線を30分間乗車し、
四季折々の景観を楽しめます。一定の速さで走行しているとして、時速何kmの速さで走行
していますか?
〈式〉
く答え〉
間6.次の時亥」表とダイヤグラムを見て間いに答えなさい。
列車 11号 13号 10号
A駅 1300 1310 1350
B駅 レ 1318 1342
C駅 レ 1324 1336
D駅 1315 1340 1320
※本来の時刻は停車時間と発車時間があり、それぞれ異なった時刻なのですが、
ここでは停車 。発車時刻を分けずにスジを引いて下さい。
?
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(1)上記のダイヤグラムを見て答えなさい。
①13号と10号は何時にすれ違いますか?  (
②①ですれ違つたのは何駅と何駅の間ですか? (
(2)次に「    」にあてはまる適切な言葉を下記から選び記入しなさい。
①ダイヤグラムでは一本の線をスジと言い、傾きが急なほどスピードが「α。     」、
傾きが緩やかなほどスピードが「β.     」。
速い   遅い   停車   同じ  一定
②13時にA駅を発車する11号は時速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉
ご協力ありがとうございました。
兵庫教育大学大学院
学校教育研究科 人間発達専攻
小村 直子
Appendix 8 実践3 テキス ト
前回の事後テストの3ペー ジロを見せながら、
1.前回みんなとダイヤグラムを作成した後に、ダイヤを見ながら問題を解いてもらいました
ね。みんなどうでしたか?問題は解けましたか?(前回の事後テストを返却)
<予想>静かに首を横にふつたり、当てられないように下を向いたりする学生。
<予想>自信を持ってわかっている学生は、「自分に聞いてくれ」とばかりにこちらを見ている。
2.(プリン トヽ 1を配布)ダイヤグラムの見方はわかりましたか?
・ダイヤ上のスジを見て、列車の速さはわかりますか?プリントを見てもらいながら、 では、11号と98
号ならどちらが速いですか?なぜそう思いますか
<予想>スジが11号の方が急だから
3.もう一度だけ復習しておきましょう。(黒板にダイヤグラム上段を張る)←じゃん !!
・下りの起点駅が一番上にきます。
・ダイヤグラムの左側に駅名が載っています。
。今見ているダイヤで言うと「A駅」力｀下りの起点駅です。
・距離は下向き、時間は右向きに増加しています。
・距離が2種類載っていて、累計キロ程と区間キロ程がありますが、「累計キロ」とはA駅からB駅までの
距離、C駅までの距離とA駅からの距離を合わせたものを「累計キロ」といい、
「区間キロ」とはA駅とB駅、B駅とC駅のように各駅区間の距離を示 したものを「区間キロ」
といいます。
<予想>大半の学生が「わかってるつて」って顔付きでこちらを見ていたり領いたりしている。
4.では、問題の (1)の①②と(2)の①をやってみましょう。
<予想>2～3分もあれば全員解答。全員正当である。
5。では、このダイヤグラムを見て、数字化されていて、一日見ただけで明確にわかることは、
「距離 。時間・速さ」ではどれですか?
<予想>個々 に「距離」とか「時間」とかを言い出すので誰かを指名する。
・距離 !!→はい、そうですね。・・ 。このダイヤのA駅からD駅までの累計キロは何キロですか?
因みに、B駅とC駅区間のキロは何キロですか?
・時間 !!→はい、そうですね。・ …ではこのダイヤの時間は何時何分から何時何分までですか?
A「13:00～14:13です」←そうですね。
6.では、速さはどうしたら明確に出すことが出来るでしょうか?
<予想>首を横に傾げたり、当てられないように下を向いたりする学生がいる中、半分位の学生は、
自信を持って 「わかっている聞いてくれ」とばかりにこちらを見ている。
・(わかっていそうな学生を当て)「距離■時間=速さ」の公式を使つたらよいと思います。
→そうですね。以前の授業でも行いましたが、距離を時間で割ると速さを出すことが出来ますね。
・もう一度以前の授業のおさらいをしておきましょう。
<板書>「距離■時間=速さ」
「距離+速さ=時間」
「時間×速さ=距離」
7.では、以前にもみんなにチャレンジしてもらつた問題なんだけど、(2)の②を復習と確認
の為、もう一度みんなでやってみましょう。
。まず、距離は累計何キロですか?→33k m
・発車駅のA駅から、終着駅のD駅までの所要時間は何分かかりますか?→15分
。(板書)を指しながら、先ほど○○君が言つてくれた公式に当てはめると、距離3 3kmを
15分で割るので、1分間に進む距離で表した「速さ」、すなわち分速が出ますね。
分速は何kmですか?→2.2k m
↑
(板書では線に15分の目盛りを書き、1分1分1分・・・2.2km 2.2km 2.2hと書く)
8.1分間に2.2キロ進む事がわかったので、時速なら何kmなのかを出してみましょう。
。1分で2.2km、2分で4.4km、3分で6.6km・・ ・・60分まで数えられません !!
どうしましょう?(指名)「2.2km×60分」→そうですね。
9。2.2×60=132k mが出ました。答えは時速 132k mですね。
。みなさん思い出しましたか?
。ではではでは!!!これを見て!!(ダイヤグラム下段を ″バン″っと貼る)
もう一度確認しよう!!見て見て !!
。みんな手元のプリントMlを見てください。
13:10にA駅を発車した15号はA駅からD駅までの所要時間は何分ですか?
(指名)→そうですね。30分ですね。ではさっきの (2)の②の計算のようにやってみたら
時速何kmですか?さぁみんなでやつてみよう!同じように距離 33 kmを30分で割るので、1分間に進む
距離は→1.l kmですね。「1.l km文60分」=66 km/hですね !
ほらほら☆☆☆ (ダイヤ下のG駅と累計キロを指しながら)
1時間に進む距離で表した「速さ」、すなわち時速が出てますね!!!
10。では、今のプリントを見ながら次の問いにチャレンジしてみよう。
。事後テス トの配布
Appendix 9 実践3 解説授業記録
T  「はい。え―それではですね、え―と、どうでしたか?前回の問題は、特にねこのダイヤの問題を、
皆さんに分かつてもらいたいなぁ～って、ダイヤから速さを読み取ってもらいたいなぁと思って
やつたんですけど、ダイヤを見ながら問題を解いてもらいましたが、どうでしたか?問題解けま
したか?」
S  「まあまあ (笑)」 (ざわざわ話声)
T  「まあまあ?(笑)」
S  (個々にざわざわ話声)
T  「(笑)。 どう?解けた?」
S  「問題の意味が・・・」
T  「問題の意味理解できへんかった?なんで?」
S  「すれ違う。・ 。って書いてしまいました。ちゃんと読んでなかった 。・・」
T  「ああ～そんなことないよ (笑)」
「え―と、もう一回ねここ大事なところなんで、もう一回だけみんなで見直そうと思います。で、
ほんと、A社、B社、C社も必ず出題するんです。ぜひ皆さんにはマスターしてもらいたい距離
速さ時間の問題です !!」、
S  (ざわ わ話声)「はい」
プリント酉己布
T  「で、今お配りした分に学籍番号書いていただけますか～。
「はい、そしたらね、あの～申し訳ないですけど、(用紙を見せながら)研究に使わせていただきた
いので、回収させていただきま～す。」
「はい、で～ダイヤ上の筋を見て、列車の速さはわかりますか?」
S  (ざわ わ言舌声)
T  「ダイヤの見方をもう一度言つておきますね、今配つた方のプリントの、ダイヤを見てください。」
「ダイヤの列車の速さはわかりますか?ダイヤの筋だけを見て大丈夫ですか ?」
「11号と93号なら、0601くんどっちが速いですか?」
S  「11の方が速いです。」
T  「11号そうですね。なぜそう思いますか?」
S  「え―と・・・・・」
T  「0603くんは93号のほうが速いと思う?」
S  「いや11号のほうが速いと思います。」
T  「パッと見てなぜそう思いますか?」
S  「ダイヤの図のところで、傾きが、11号のほうがこうなってる」(手で急であるジェスチャー)
T  「急やねんね。はいそうですね。はいで、もう一度だけ復習しておきますね。
下りの起点駅が一番上に来るつていうのは覚えていますか?このダイヤで言うと、A駅ですね。こ
れが下りの起点駅でしたね。で、距離は下向きにどんどん下向きにねAからB、BからC、CからD、
その距離ですね。 ドンドン伸びていきますね。それから、時間は右向きに増加していますよね?
ここまで大丈夫みんな?」
S    「はい」
T  「大丈夫。はい。で、距離が二種類載ってますよね。二種類見てください距離のところ駅名の左側
ですね。累計キロ数と区間キロ数つていうのがありますけれども、累計キロというのは、A駅から
B駅までの距離、A駅からC駅、A駅からD駅つていう風に起点のA駅から、どんどん伸びていく
キロを累計距離数ですね。ですから、A駅から、B駅までやったら9キロやけど、A駅からC駅な
ら15キロ、A駅からD駅なら、33キロってことがわかりますね。それで、区間キロ数というの
は、A駅からB駅が9キロ、B駅とC駅が6キロって感じで各区間です。各区間じゃあ、0602さん
C駅とD駅の区間は何キロですか?」
S 「18キロ」
T  「そうですね。大丈夫ですね。これもわかっていますか。では、え―皆さんすごくできていたんで
すけども、今配りましたプリントの、(1)の①と、②、ですねあと、(2)の①ここまでをもう一
度やってみてください。どうぞ」
T  「出来ましたか?もうちょつとかな、では、0604くん15号つていうのは何時発やつた?」
S  「13時10分」
T  「うんそやね」
「(ダイヤグラムを黒板に張りながら)ちょっと前見てくれる?みんなのプリントとおんなじもので
す。大きいでしょ。これですね、はい、これね、で、 10号つていうのは何時発 ?」
S  「13時20分」
T  「うん。どこ行き?」
S   「D駅から」
T  「うん。D駅から出発してるんやけど、どこまで行き?」
S  「A駅」
T  「そうA駅に向かつてやね。ってことで、これはすれ違いは・・・ ?」
「何時にすれ違いますか?っていう問題でしたね。じゃあ、そのままいいかな?」
S    「はい。 13日寺30分」
T  「そうですね !色つけたらわかりやすかったと思いますね。13時30分にすれ違っているという
ことですね。それでは～え～このすれ違ったところは、何駅と何駅の間ですか?っていうのも間
かれてますね。0605くん何駅と何駅の間ですか ?」
S   「C駅とD駅」
T  「そうです、C駅とD駅の間ですね。そういうことですね。大丈夫ですね。では、次に、え～当ては
まる言葉を書きなさいってことなんですが、0606くん、はい両方答えていただきましょう。ダイ
ヤグラムでは、一本の線を筋と言い、傾きが急なほどスピー ドが ?」
S  「速い」
T  「傾きが緩やかな方がスピー ドが?」
S  「遅い」
T  「そうですね。ここまでも皆さん大丈夫ですか0608くんどう?」
S  「大丈夫です。」
T  「はい、では、次ですね～ダイヤグラム見てください。お手元のダイヤグラムでいいですよ。数字
が書かれていて一日見ただけで、明確にわかることは距離 。時間・速さでは、どれですか?もう
何キロです。とか、何時です。とか時速何キロですとかね。そういう風に数字でパッと見ただけ
でわかるものっていうのは距離と時間と速さやったら、どれだと思いますか?0607くんどれだと
思いますか?」
S  「距離」
T  「距離 !そうですね、パッと見てわかるね、で、A駅とB駅の間何キロ?ちなみに」
S  「9キロ」
T  「そうですねパッと見ただけでわかりますね。じゃあ、もう一つわかる?パッと見ただけで」
S  「う～ん速さ。・・ 。時間 !!」
T  「そうですね。パッと見ただけでわかりますね。じゃあ、今0609くんが言つてくれた、速さはどう
思いますか?パッと見ただけでわかる?これどう?」
S  「わかんないです」
T  「うん。パッと見ただけでわかりますか?そういうことですね、じゃあ、これの、パッと見ただけ
でわかつたのが、距離と時間なんですが、どうしたら、速さは明確に出すことができますか?ど
うしたらいい?」
S  「距離■時間の公式」
T  「そうですね、距離■時間この公式やったの覚えてますか?どうでしょう0610くんはパッと公式出
たけど、覚えてた?」
S   「はい」
T  「すばらしい。(笑)つてことでもう一回、これを覚えておきましょう。距離■時間ですね。これを
することによって、速さが出るんでしたよね。ちなみに距離+速さで、時間を出すことができる。
そして、速さ×時間で何出ると思う?」
S  「距離」
T  「そうですね。これね、しつかり覚えていただきたいなぁと思います。ではね、以前にも皆さんに
チャレンジしてもらつた問題なんですけども、(2)②の問題です。これを、復習と確認のために、
みんなで一緒にやりたいと思います。ではまず、問題文読んでもらいましょう。0611くん (2)
②読んでください。」
S  「はい、 13時にA駅を発車する11号は時速何kmですか?」
T  「そうですね。ありがとう。 13時にA駅を発車する11号の時速を聞いています。 13時にA駅
を発車する11号の時速、0612くん今すぐ答えて !!」
S  「え―と132キロ」
T  「すごいやん」
S  「えヘヘ (笑)」
T  「ダイヤグラム見ただけでわかったん !?」
S  「いや 。・・(苦笑)前のプリント・・・」クラスの笑
T  「なんやそれ (笑) じゃあちょつとみんなで計算していきましょう。まずは、距離■時間で速さ
を出すんですが、距離わからないとだめですね、0612くん続きで距離何キロ?」
S  「33キロ」
T  「うん。ということは、まず、33キロ■時間ですね時間。何分走ったん?0613さん何分走ってる?」
S  「15分」
T  「そうですね15分間です。これ言つてみたら33キロという距離を15分で割っていくと 。・・
そうですね15分で割るということですね。じゃあ、1分あたりは何キロ走ってるかつてことが
わかりますね。では、0614くんこれ答えは?」
S  「2.2キロ」
T  「はい。2.2キロここまで大丈夫ですか?0608くん」
S  「・・・多分・・・33■15して2.2って答えです」
T  「あつてるよ?」
S  「いやあ～聞かれてるの時速やから…・2.2つて時速ちゃうし言うていいのかなぁって思って・・・」
T  「なるほどそっかぁ～。でも今、0608くんが言つてくれたように、33■15ですね。距離33キ
ロを15分で割ることによつて、1分間に進む距離を表した速さです。すなわち、分速です。 1
分間に2.2キロ走りますね。ということで、分速は?と聞かれると、2.2キロです。それでは2分
間にどれだけ進みますか?」
S  「4。 4キロです。」
T  「そうですね3分なら?0615くん?」
S  「6.6キロです。」
T  「これ、時速にしようと思ったら、何分まで数えなあかんの?」
S  「60分」(クラスの笑声)
T  「そうですね。大変やね。そういう時はどうしますか?」
S   「かける」
T  「そうですね2.2×60とういことで、では、0616くん答えをどうぞ」
S 「132キロ」
T  「そうですね132キロですね。60分で走る距離が132キロです。0617くん60分は何時間で
すか?」
S  「1時間」
T  「132キロというのは時速132キロということですね。思い出しましたか～。みなさんではね、
もう一個ほんとにそうなるんだという証拠を持つてきましたので見てもらいましょう。はい、で
はもう一つの方見てもらうんですが、もう一度手元のプリントN01を見てもらえますか。
次に13時20分にA駅を発車した15号ですね。A駅からB駅までの時間は何分ですか?」
S  「30分」
T  「そうですね30分ですね。 15号は時速何キロですか?という問題なんですが、これをつなげて
見てもらいましょう。この列車の続きを書いてみました。」
(ダイヤグラムを黒板に張る)
T  「みなさんの手元には30分までしかないと思うんですが、数字を書いてください。30分しか走
つてないからわかりにくいと思ったんで、この列車、 1時間走らせました。では、③の問題解い
てみましょう。」
「13時20分に発車する15号は時速何キロでしょう、ということなんですが、一緒にやつてみ
ましょう。まず、今やったようにA駅からB駅までの所要時間は30分ということですね。距離
は何キロですか?」
S 「33キロ」
T  「そうですね。では、この式はどうなりますか?公式で出せますね。0618くんどうぞ」
S  「33■30」
T  「33÷30ですね～では33+30やっていただいたらどうなりますか0619さん答えは?」
s   「1. 1」
T  「そうですね。この1.1って何の事やったっけ0620くん?」
S  「分速です。」
T  「そうですね。33キロを30分で割つた時の1分あたりの距離をあらわしたものが速さでしたか
ら、 1.1キロですねでは、 1分で 1。 1キロということは?0602さん2分なら?」
S  「はい、 2.2キロ」
| |
T  「3分なら?」
S  「3. 3キロ」
T  「4分ならってやっていけませんので、どうするんやった?0603くん」
S  「60をかける」
T  「そ うですね 1。 1×60を計算 してください。 60分は1時間でしたのでこれで出たものが時速
ですよね?じゃあ、0604くん時速は何キロですか?」
S  「66キロ」
T  「そうですね。66キロですね。見てください !1時間進んだ時の距離は66キロですね。」
S  「おお (クラスの個々の声)」
T  「そうですね。わかりますか?皆さんの方にはないんですけどD駅から、同じ傾きでずっと動いた
ところ何キロですか?つて言われたら66キロなんです。1時間に進む距離を表 したものが速さ
なんですね。それが時速なんです。」
「それでは、チャレンジ問題にツヒ戦していただきましょう。プリントを配 りまぁす。」
Appendix 10 実践3 事後テス ト
学籍番号
。次の問題にチャレンジしてみましょう!!
。前回同様、計算をするFo3では、どんな風に答えを出したのかも知りたいので,頭で計算したものも含め,
式と答えを記入して下さい。途中で解らな<なつた問題でも,その所まで式を記入して下さい。
。今回も                 また,個人情報は厳重に管理いたします。
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆
質問1.あなたは今回再度授業を受け、数学の「速さ」について、どの程度「面白い」と
思つていますか?あてはまるものを一つ選び、記号に○をつけて下さい。|    |    |    |    |
1全く面白くない   2.あまり面白くない  3どちらともいえない   4やや面白い     5.とても面白い
質問2.あなたは今回の授業を受講して、一般教養数学やSPI対策の授業で数学を学ぶことに
どの程度、興味が湧きますか?あてはまるものをひとつ選び、記号に○をつけて下さい。|    |    |    |    |
1.全<興味が     2.あまり興味が    3.どちらともいえない   4.やや興味が湧く   5.とても興味が湧く
湧かない        湧かない
間 1。 NQlのプリント図1のダイヤグラムを見て、次の問いに答えなさい。
(1)D駅を13:20.に出発する10号は、一定の速さで移動した場合分速は1.lkmです。
①l O号のD駅からA駅までの所要時間は何分ですか?
く式〉
〈答え〉    分
②D駅からA駅までの距離を計算式を用いて答えて<ださい。
〈式〉
〈答え〉    km
(2)13時にA駅を発車する11号は分速2.2kmで走行します。
①A駅から途中のB駅までの距離は9kmです。B駅からD駅の距離は何kmですか?
く式〉
〈窪讐ラ乙〉           km
②A駅からD駅までの所要時間を計算式を用いて答えて<ださい。
〈式〉
く答え〉    分
(3)13:10にA駅を発車する15号は13:40にD駅 到着するので、3 3kmの距離を
30分で走行しています。一定の速さで走行しているとして
①分速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉分速   km
②時速何kmですか?
〈式〉
く答え刈寺速   km
(4)臨時「団らん列車」93号は、景色を楽しむ為、A駅からD駅の距離3 3kmを
50分かけて走行します。一定の速さで走行しているとして、
①分速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉分速   km
②時速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉E寺速   km
(5)車掌の田中君は、線区で最優等列車の12号に乗務します。一定の速さで走行しているとして、
①分速何kmですか?
〈式〉
〈答え〉分速   km
②時速何kmですか?
〈式〉
く答え〉0寺速   km
1増菫:場ユヽ1榊柄 1憫諷藁 卦 |レツ :榊獄 :う11量
間2.次の間いに答えなさい。(図1のダイヤグラムとは関係ありません)
鈴木さんと佐藤さんは「街駅」から「村駅」まで列車に乗りました。「街駅」から「村駅」までの
距離は36kmで所要時間は30分です。一定の速さで走行しているとして、
①分速何kmですか?
〈式〉
く答え〉分速   km
②時速何kmですか?
く式〉
〈答え〉時速   km
間3
1  〈問題文〉                                    |
1 海駅から山駅まで4.8 kmあります。この区間の列車での所要時間は12分間です。     |
|「列車の走行する速さ」を求めなさい。                          |
上記の問題文を見て、aさんbさんcさんは次のような会話をしました。
aさん 。・ 。「列車の走行する速さ」だから「分速Okm」と言う答えでも「時速Okm」って
答えでもどちらでもいいね。
bさん 。・ 。「8寺速Okm」はおかしいよ !だって所要時間は12分間だけでしょ。
時速はわからないよ
cさん 。・・列車の所要時間で「分速Okm」はおかしいよ !時速しかわからないよ
間.ア～オの中で、あなたの考えに当てはまるものを一つ選び○を付けなさい。
ア.aさんの意見
イ. bさんの意見
ウ。cさんの意見
工。わからない
オ。その他 (理由:                            )
′ |
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